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海
上
衝
突
事
件
研
究
（
外
国
判
例
）
　
【
第
三
回
】

交
通
安
全
学
講
座
　
松
　
本
　
宏
　
之

機
船
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
プ
号
（
M
．
く
．
A
T
L
A
N
T
I
C
 
H
O
P
E
）

汽
船
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
（
S
．
S
．
A
M
E
R
I
C
A
N
 
A
Q
U
A
R
I
U
S
）

衝
突
事
件

「
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
キ
ャ
リ
ア
会
社
（
P
A
C
I
F
I
C
 
B
U
L
K
 
C
A
R
R
I
E
R
S
l
I
N
C
．
）
の

責
任
免
除
あ
る
い
は
軽
減
の
申
し
立
て
に
つ
い
て
」
（
1
）
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《
判
示
事
項
》

・
政
府
間
海
事
協
議
機
関
（
Ⅰ
コ
t
e
r
g
O
く
e
r
n
ヨ
e
n
t
a
－
M
a
r
i
t
i
m
e
 
C
O
n
S
u
－
t
a
t
i
く
e
 
O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
O
n
い
以
下
、
「
I
M
C
O
」
と
い
う
。
）
に
よ
り

承
認
さ
れ
て
い
な
い
分
離
通
航
方
式
（
T
r
a
f
f
i
c
 
S
e
p
a
r
a
t
i
O
n
 
S
c
h
e
ヨ
e
…
以
下
、
「
T
S
S
L
と
い
う
。
）
の
存
在
を
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、

当
該
T
S
S
を
遵
守
す
る
強
制
的
な
義
務
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。

・
横
切
り
状
況
に
お
け
る
避
航
船
（
b
u
r
d
e
n
e
d
く
e
S
S
e
－
）
が
、
（
a
）
適
切
な
見
張
り
を
行
う
こ
と
、
（
b
）
　
レ
ー
ダ
を
使
用
す
る
こ
と
、
（
C
）

衝
突
直
前
に
左
転
す
る
際
に
短
音
二
回
を
吹
鳴
す
る
こ
と
を
怠
り
、
保
持
船
（
p
r
i
く
i
訂
g
e
d
く
e
S
S
e
－
）
　
と
衝
突
し
た
場
合
、
そ
の
責
任
は
も
っ

ぱ
ら
避
航
船
側
に
あ
る
。

《
事
実
概
要
》
（
2
）

本
衝
突
事
件
は
、
一
九
七
三
年
四
月
二
〇
日
〇
三
時
二
一
分
頃
に
、
日
本
の
潮
岬
南
方
の
公
海
上
に
設
定
さ
れ
た
　
（
社
）
　
日
本
船
長
協
会
の

自
主
的
な
通
航
路
に
お
い
て
、
機
船
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ツ
ク
・
ホ
ー
プ
号
（
総
ト
ン
数
一
八
三
八
九
ト
ン
、
全
長
六
三
四
フ
ィ
ー
ト
一
〇
イ
ン
チ
、

幅
七
五
フ
ィ
ー
ト
、
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア
ー
1
・
以
下
、
「
ホ
ー
プ
号
」
と
い
う
。
）
と
汽
船
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
（
総
ト
ン
数
一
九
二
一

七
ト
ン
、
全
長
七
〇
四
フ
ィ
ー
ト
六
イ
ン
チ
、
幅
九
〇
フ
ィ
ー
ト
、
コ
ン
テ
ナ
キ
ャ
リ
ア
坂
下
、
「
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
」
　
と
い
う
。
）
　
が
衝
突
し

た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
天
候
は
曇
り
時
々
小
雨
、
暗
夜
で
あ
っ
た
が
視
程
は
六
～
八
マ
イ
ル
で
あ
っ
た
。

ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
、
一
九
七
三
年
四
月
一
九
日
二
三
時
〇
〇
分
に
神
戸
か
ら
横
浜
向
け
出
港
し
た
。
潮
岬
に
至
る
途
中
、
（
社
）
日
本
船
長

協
会
自
主
設
定
に
よ
る
二
つ
の
分
離
通
航
帯
を
所
定
の
針
路
お
よ
び
通
航
方
法
で
航
行
し
、
四
月
二
〇
日
〇
二
時
二
五
分
頃
、
針
路
を
〓
五

度
に
定
め
、
（
社
）
　
日
本
船
長
協
会
自
主
設
定
に
よ
る
潮
岬
沖
の
T
S
S
　
（
以
下
、
「
潮
岬
T
S
S
」
と
い
う
。
）
　
の
東
行
通
航
路
（
e
a
s
t
b
O
u
n
d

l
a
n
e
）
　
へ
向
か
っ
た
。
対
水
速
力
は
通
常
の
シ
ー
ス
ピ
ー
ド
二
三
ノ
ッ
ト
で
、
衝
突
直
前
ま
で
維
持
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
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は
、
〇
二
時
二
七
分
、
自
船
の
前
方
を
左
か
ら
右
へ
横
切
る
針
路
で
航
行
し
て
い
る
東
行
中
の
大
型
船
に
追
い
つ
き
、
自
船
の
右
舷
側
で
追
い

越
す
た
め
に
二
〇
度
に
変
針
し
た
。
そ
の
後
、
被
追
越
し
船
が
左
に
変
針
し
て
針
路
を
二
五
度
に
し
た
た
め
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
一
〇

五
度
に
変
針
し
、
さ
ら
に
他
の
船
舶
を
追
い
越
し
た
〇
三
時
〇
三
分
頃
、
元
の
針
路
で
あ
る
〓
五
度
に
戻
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
ア
ク
エ
リ

ア
ス
号
は
、
そ
の
時
点
で
原
進
路
か
ら
二
・
五
マ
イ
ル
北
に
変
位
し
て
お
り
、
潮
岬
↑
S
S
の
東
行
通
航
路
で
は
な
く
、
二
五
マ
イ
ル
前
方

に
あ
る
西
行
通
航
路
　
（
w
e
s
t
b
O
u
コ
d
－
a
n
e
）
　
に
向
首
し
て
い
た
。

ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
〇
三
時
〇
九
分
頃
、
自
船
の
左
舷
船
首
方
向
に
左
か
ら
右
に
横
切
り
な
が
ら
接
近
す
る
三
隻
の
船
舶
（
佐
渡
春
丸
、
ホ
ー

プ
号
、
コ
ロ
ラ
ド
号
）
の
マ
ス
ト
灯
と
右
舷
灯
を
認
め
、
船
長
は
こ
れ
ら
の
船
舶
を
レ
ー
ダ
上
で
五
・
五
マ
イ
ル
か
ら
六
・
五
マ
イ
ル
の
距
離

に
観
測
し
、
プ
ロ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
・
概
略
の
針
路
と
速
力
を
知
っ
た
。
当
時
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
船
長
は
、
自
船
が
国
際
海
上
衝
突
予

防
規
則
（
↓
h
e
l
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
R
e
g
u
－
a
t
i
O
n
S
f
〇
r
P
r
e
喜
－
i
n
g
C
0
2
s
i
O
n
S
a
－
S
e
a
坂
下
、
「
国
際
規
則
」
と
い
う
。
）
（
3
）
の
第
完
規

則
（
〕
u
F
S
．
C
O
d
e
ヾ
S
e
C
．
－
○
∞
－
）
（
4
）
に
定
め
る
横
切
り
関
係
に
お
け
る
保
持
船
（
p
r
i
く
ニ
e
g
e
d
く
e
S
S
e
－
）
の
立
場
に
あ
る
と
し
て
、
針
路
お
よ
び

速
力
を
保
持
す
る
義
務
が
あ
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
後
、
佐
渡
春
丸
は
〇
三
時
一
五
分
過
ぎ
に
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
か
ら
約
言
イ
ル
の
距
離
で

右
転
し
て
、
同
船
と
左
舷
対
左
舷
で
安
全
に
航
過
し
た
。
佐
渡
春
丸
が
変
針
し
た
と
き
、
ホ
ー
プ
号
は
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
か
ら
約
二
五
マ
イ

ル
の
距
離
に
あ
り
、
同
船
と
衝
突
す
る
針
路
上
に
あ
っ
た
。
ホ
ー
プ
号
と
約
言
イ
ル
の
距
離
に
な
っ
た
と
き
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
短
音
五

回
の
汽
笛
を
吹
鳴
し
た
が
、
ホ
ー
プ
号
か
ら
応
答
は
な
く
避
航
動
作
を
と
る
様
子
も
な
か
っ
た
の
で
、
〇
三
時
二
〇
分
頃
、
再
度
短
音
五
回
の

汽
笛
を
吹
鳴
し
た
。
そ
の
直
後
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
船
長
は
面
舵
一
杯
を
令
し
、
短
音
一
回
の
針
路
信
号
を
行
い
、
微
速
そ
し
て
機
関
停
止

を
令
し
た
が
、
〇
三
時
二
一
分
頃
、
ホ
ー
プ
号
は
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
左
舷
船
尾
に
衝
突
し
た
。

一
方
、
ホ
ー
プ
号
は
千
葉
か
ら
大
分
に
向
け
航
行
中
で
、
約
二
五
〇
度
の
針
路
で
潮
岬
T
S
S
の
西
行
通
航
路
に
入
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら

ホ
ー
プ
号
は
、
大
分
に
向
か
う
た
め
に
通
航
分
離
帯
を
横
切
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
、
潮
岬
T
S
S
の
南
西
側
に
向
け
針
路
を
と
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
ホ
ー
プ
号
は
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
と
衝
突
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
分
離
帯
と
克
行
通
航
路
を
横
切
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
ホ
ー
プ
号
の
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対
地
速
力
は
一
〇
な
い
し
〓
ノ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
ホ
ー
プ
号
は
潮
岬
T
S
S
の
西
行
通
航
路
に
入
っ
た
後
に
佐
渡
春
丸
に
追
い
越
さ
れ
、
〇

三
時
一
〇
分
直
前
に
操
舵
手
が
右
舷
船
首
に
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
左
舷
灯
を
視
認
し
た
。
当
時
ホ
ー
プ
号
の
当
直
航
海
士
は
レ
ー
ダ
を
使
用
し

な
い
で
、
操
舵
手
と
と
も
に
視
覚
に
よ
る
見
張
り
に
頼
っ
て
い
た
。
五
分
後
の
〇
三
時
一
五
分
頃
、
佐
渡
春
丸
が
ホ
ー
プ
号
の
船
首
を
横
切
り
、

ホ
ー
プ
号
の
当
直
航
海
士
は
佐
渡
春
丸
の
船
尾
を
確
実
に
か
わ
す
た
め
に
取
舵
一
〇
度
を
命
じ
た
。
そ
の
と
き
、
国
際
規
則
第
二
八
規
則

（
山
賀
．
S
．
C
O
d
e
鳶
C
．
－
○
革
（
5
〉
に
よ
り
要
求
さ
れ
て
い
る
短
音
二
回
の
針
路
信
号
は
行
わ
な
か
っ
た
。
佐
渡
春
丸
は
ホ
ー
プ
号
の
前
方
に
〇
・

五
マ
イ
ル
以
上
も
離
れ
て
お
り
、
佐
渡
春
丸
に
と
っ
て
ホ
ー
プ
号
の
針
路
を
横
切
る
時
間
は
ほ
ん
の
一
〇
秒
程
度
で
あ
る
の
で
、
ホ
ー
プ
号
の

左
転
は
不
必
要
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
左
転
を
命
じ
た
後
、
ホ
ー
プ
号
の
当
直
航
海
士
は
舵
中
央
を
命
じ
、
船
長
を
船
橋
に
呼
ん
だ
。

〇
三
時
一
七
分
な
い
し
〇
三
時
l
八
分
頃
に
昇
橋
し
た
船
長
は
、
す
で
に
佐
渡
春
丸
が
ホ
ー
プ
号
の
正
船
首
を
横
切
り
終
え
た
後
で
、
自
船

の
右
舷
船
首
に
い
る
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
が
衝
突
す
る
針
路
で
横
切
っ
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。
ホ
ー
プ
号
が
取
舵
一
〇
度
の
回
頭
の
影
響
で
左

に
振
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
船
長
は
振
れ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
も
っ
た
。
そ
の
後
、
船
長
は
取
舵
一
杯
、
機
関
全
速

後
進
と
し
、
短
音
三
回
を
吹
鳴
し
た
が
、
〇
三
時
二
一
分
、
ホ
ー
プ
号
は
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
左
舷
船
尾
に
衝
突
し
た
。
な
お
ホ
ー
プ
号
は
、

左
転
し
た
理
由
を
自
船
の
右
舷
側
に
並
航
す
る
他
船
が
存
在
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
コ
ロ
ラ
ド
号
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
お
よ

び
佐
渡
春
丸
は
、
当
時
ホ
ー
プ
号
の
右
舷
側
に
船
舶
を
視
認
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
ホ
ー
プ
号
の
右
転
を
妨
げ
た
他
船
の
存
在
を
本
法
廷

は
認
定
し
な
い
。
た
と
え
そ
の
よ
う
な
船
舶
が
ホ
ー
プ
号
の
右
舷
側
に
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
国
際
規
則
の
規
定
に
違
反
す
る
こ
と
な
く

ホ
ー
プ
号
は
速
力
を
逓
減
し
、
あ
る
い
は
機
関
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
、
右
転
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。

一
方
、
佐
渡
春
丸
は
名
古
屋
か
ら
神
戸
に
向
か
っ
て
お
り
、
潮
岬
T
S
S
の
西
行
通
航
路
に
入
り
、
対
地
速
力
一
四
な
い
し
一
五
ノ
ッ
ト
、

針
路
約
二
五
〇
度
で
航
行
し
て
い
た
。
潮
岬
T
S
S
の
中
で
は
、
当
初
佐
渡
春
丸
の
右
舷
船
首
前
方
を
ホ
ー
プ
号
が
同
じ
針
路
で
航
走
し
て
い

た
が
、
〇
三
時
〇
〇
分
頃
、
佐
渡
春
丸
は
ホ
ー
プ
号
の
左
舷
を
約
一
八
〇
〇
フ
ィ
ー
ト
離
し
て
追
い
越
し
始
め
た
。
当
時
、
佐
渡
春
丸
は
右
舷

船
首
に
接
近
中
の
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
左
舷
灯
を
視
認
し
て
お
り
、
潮
岬
T
S
S
の
通
航
方
向
に
あ
わ
せ
る
た
め
に
、
ま
も
な
く
二
九
五
度
に
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変
針
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
当
該
針
路
は
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
概
略
反
対
双
方
向
の
針
路
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
〇
三
時
〇
五

分
頃
、
佐
渡
春
丸
は
針
路
速
力
を
変
え
る
こ
と
な
く
ホ
ー
プ
号
を
追
い
越
し
た
後
、
〇
三
時
一
五
分
あ
る
い
は
そ
の
直
後
に
、
佐
渡
春
丸
は
ア

ク
エ
リ
ア
ス
号
の
接
近
を
考
慮
し
っ
つ
、
短
音
一
回
を
吹
鳴
し
・
二
九
五
度
に
変
針
し
た
。
〇
三
時
一
七
分
頃
、
こ
の
変
針
に
よ
っ
て
佐
渡
春

丸
は
ホ
ー
プ
号
の
前
方
を
〇
・
七
五
マ
イ
ル
の
距
離
を
隔
て
て
横
切
っ
た
が
、
衝
突
の
危
険
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
佐
渡
春
丸
は
ア
ク
エ
リ

ア
ス
号
を
〇
二
孟
マ
イ
ル
離
し
て
左
舷
対
左
舷
で
航
過
し
、
西
航
を
続
け
た
。

（
自
主
的
な
T
S
S
V
（
6
）

衝
突
当
時
、
三
隻
の
船
舶
は
日
本
沖
の
国
際
水
域
（
i
n
－
e
r
n
a
－
1
0
n
a
－
w
a
－
e
r
s
）
に
お
り
、
そ
こ
に
は
非
政
府
・
非
公
式
団
体
で
あ
る
（
社
）

日
本
船
長
協
会
が
通
航
分
離
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
は
、
他
の
同
様
の
ル
ー
ル
や
方
式
の
よ
う
に
、
船
舶
交
通
の
ふ
く

そ
う
す
る
海
域
に
お
い
て
通
航
路
を
分
離
す
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
典
型
的
な
方
式
と
し
て
は
、
二
つ
の
分
離
通
航
路
が
設
定
さ
れ
、
一

方
の
通
航
路
で
は
定
め
ら
れ
た
方
向
に
航
行
し
、
他
方
の
通
航
路
で
は
真
反
対
の
方
向
に
航
行
す
る
。
こ
の
通
航
路
は
、
航
行
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
分
離
帯
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
お
り
、
通
常
、
通
航
路
内
の
船
舶
は
分
離
帯
の
右
側
を
航
行
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
潮
岬
T
S
S

は
二
五
マ
イ
ル
の
幅
を
も
つ
二
つ
の
通
航
路
（
－
a
n
e
）
と
一
マ
イ
ル
の
分
離
帯
（
s
e
p
a
r
a
t
i
O
n
2
0
コ
2
）
か
ら
な
り
た
っ
て
い
る
。

T
S
S
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
し
ば
し
ば
沿
岸
域
の
国
際
水
域
に
お
い
て
導
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
I
M
C
O
に
よ
っ
て
承
認

さ
れ
て
い
た
二
九
七
二
年
末
ま
で
に
は
・
お
よ
そ
六
〇
に
の
ぼ
る
任
意
の
通
航
路
分
離
方
式
が
導
入
さ
れ
、
多
く
の
国
が
そ
の
よ
う
な
方
式

を
強
制
し
た
。
潮
岬
T
S
S
は
、
．
日
本
沿
岸
の
他
の
方
式
と
と
も
に
、
（
社
）
日
本
船
長
協
会
に
よ
っ
て
一
九
七
〇
年
六
月
一
日
に
設
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
は
I
M
C
O
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
設
計
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
明
ら
か
に
非
政
府
組
織
で
あ
る
（
社
）
日
本
船
長
協
会
は
、

当
該
方
式
を
（
社
）
日
本
船
主
協
会
等
に
遵
守
す
る
よ
う
具
申
し
た
。
こ
れ
ら
の
組
織
の
尽
力
に
よ
り
、
こ
の
方
式
は
日
本
お
よ
び
外
国
の
船

主
、
運
航
者
、
船
長
そ
の
他
の
海
事
関
係
者
に
広
く
普
及
し
た
。
本
衝
突
事
件
に
か
か
わ
っ
た
三
隻
の
船
舶
（
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
、
ホ
ー
プ
号
、
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佐
渡
春
丸
）
　
の
船
長
は
、
こ
の
方
式
を
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
の
通
航
路
方
式
は
I
M
C
O
に
よ
り
承
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
（
社
）
日
本

船
長
協
会
の
み
が
国
際
水
域
に
お
け
る
分
離
通
航
路
を
推
奨
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

《
判
決
要
旨
》

◎
第
一
審
‥
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
南
部
連
邦
地
方
裁
判
所

（
U
n
i
t
e
d
 
S
t
a
t
e
s
 
D
i
s
t
r
i
c
t
 
C
O
u
r
t
玩
O
u
t
h
e
r
n
 
D
i
s
t
r
i
c
t
 
O
f
N
e
w
Y
O
r
k
㌢
n
e
－
巴
等
巴
（
7
）

「
機
船
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
プ
号
の
所
有
者
と
し
て
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
キ
ャ
リ
ア
会
社
（
P
A
C
i
F
I
C
 
B
U
L
K
 
C
A
R
R
I
E
R
S
－
I
N
C
．
）

に
八
〇
％
の
責
任
、
汽
船
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
所
有
者
と
し
て
の
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ス
テ
ー
ツ
ラ
イ
ン
会
社
（
U
N
I
T
E
D
 
S
T
A
T
E
S

L
I
N
E
S
】
H
N
C
L
　
に
二
〇
％
の
責
任
が
あ
る
。
」

（
適
用
さ
れ
る
航
法
）
（
8
）

ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
に
関
し
て
は
、
明
ら
か
に
潮
岬
T
S
S
の
西
行
通
航
路
を
間
違
っ
た
方
向
に
航
行
し
て
い
た
。
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
、
潮

岬
T
S
S
に
入
る
前
に
追
い
越
し
た
船
舶
を
避
航
し
て
い
た
た
め
に
、
元
の
針
路
に
戻
し
た
と
き
に
は
西
行
通
航
路
に
向
首
し
て
い
た
。
ホ
ー

プ
号
は
、
そ
の
よ
う
な
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
西
行
通
航
路
に
お
け
る
間
違
っ
た
航
行
が
衝
突
の
最
大
の
原
因
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う

な
操
船
に
関
す
る
問
題
の
場
合
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
が
ホ
ー
プ
号
お
よ
び
佐
渡
春
丸
を
視
認
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
適
用
さ
れ
る
国
際
規
則
に
し

た
が
う
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
潮
岬
T
S
S
に
入
る
前
は
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
ホ
ー
プ
号
、
佐
渡
春
丸
お
よ
び
コ
ロ
ラ
ド
号
の
灯

火
を
自
船
の
左
舷
船
首
に
視
認
し
て
お
り
、
国
際
規
則
第
一
九
規
則
（
u
u
U
．
S
．
C
O
d
e
も
ゐ
C
．
－
○
0
0
ー
）
に
し
た
が
っ
て
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
を
自
船

の
右
舷
側
に
見
る
三
隻
の
船
舶
は
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
進
路
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
保
持
船
は
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
で
あ
り
、
他
の
船
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舶
は
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
に
対
し
て
避
航
船
と
な
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
三
隻
の
船
舶
の
船
長
や
当
直
士
官
た
ち
は
、
国
際
規
則
の
も
と
で
ア
ク

エ
リ
ア
ス
号
が
保
持
船
で
、
ホ
ー
プ
号
お
よ
び
佐
渡
春
丸
が
避
航
船
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
、
国

際
規
則
第
三
規
則
（
山
芋
S
．
C
O
d
e
鳶
C
．
－
纂
笠
。
）
の
も
と
で
は
、
避
航
船
の
動
作
の
み
で
は
衝
突
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
ま

で
、
少
な
く
と
も
自
船
の
針
路
お
よ
び
速
力
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
際
規
則
第
完
規
則
（
山
賀
S
・
C
O
d
e
鳶
C
・
－
○
∞
－
）
、
第
三
規

則
（
撃
．
S
．
C
O
d
e
登
．
－
塁
、
第
二
二
規
則
（
誓
．
S
．
C
O
d
e
登
・
－
牽
（
1
。
）
お
よ
び
第
二
三
規
則
（
u
u
U
・
S
・
C
O
d
e
登
・
－
○
0
0
竺
‖
〉
に
よ
り
、

ホ
ー
プ
号
お
よ
び
佐
渡
春
丸
は
保
持
船
の
進
路
を
避
け
る
義
務
が
生
じ
る
。

佐
渡
春
丸
は
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
に
対
し
て
避
航
の
立
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
ホ
ー
プ
号
を
追
い
越
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
ホ
ー
プ
号
に

対
し
て
も
避
航
の
立
場
に
あ
る
。
国
際
規
則
第
二
四
規
則
（
u
u
U
・
S
・
C
O
d
e
l
罠
・
－
簑
）
（
崇
の
も
と
で
は
、
佐
渡
春
丸
は
右
舷
側
で
追
い
越
し
て

い
る
ホ
ー
プ
号
の
進
路
を
避
け
る
義
務
が
あ
り
・
こ
の
義
務
を
履
行
し
た
。
ま
た
ホ
ー
プ
号
は
、
第
≡
規
則
（
u
u
U
・
S
・
C
O
d
e
鳶
C
・
岩
等
に

し
た
が
っ
て
針
路
お
よ
び
速
力
を
保
持
し
て
い
た
。
前
述
の
と
お
り
、
佐
渡
春
丸
は
ホ
ー
プ
号
を
確
実
に
追
い
越
し
、
十
分
遠
ざ
か
っ
た
時
点

で
、
国
際
規
則
第
二
四
規
則
（
u
u
U
．
S
．
C
O
d
e
駕
C
・
－
○
革
の
義
務
か
ら
免
除
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
佐
渡
春
丸
が
ホ
ー
プ
号
の
前
方
を
安
全
に

横
切
ろ
う
と
し
て
行
っ
た
〇
三
時
三
分
頃
の
右
転
は
、
国
際
規
則
第
二
四
規
則
（
u
u
U
・
S
・
C
O
d
e
鴬
C
・
－
纂
空
に
違
反
し
た
も
の
で
は
な
く
、

ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
進
路
を
避
け
る
際
の
国
際
規
則
第
一
九
規
則
（
u
u
U
・
S
・
C
O
d
e
鳶
C
・
－
○
筈
、
第
三
規
則
（
u
u
F
S
・
C
O
d
e
鳶
C
・
－
○
0
0
望
お

よ
び
第
二
二
規
則
（
〕
u
U
．
S
．
C
O
d
e
鳶
C
．
－
○
軍
に
基
づ
く
義
務
も
履
行
し
て
い
た
。

ホ
ー
プ
号
は
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
に
対
し
て
避
航
の
立
場
に
あ
り
、
国
際
規
則
第
二
二
規
則
（
山
賀
・
S
・
C
O
d
e
駕
C
・
－
○
箪
お
よ
び
第
二
三
規
則

（
山
芋
S
．
C
O
d
e
鳶
C
．
－
○
登
に
よ
り
、
進
路
を
避
け
る
た
め
の
動
作
を
と
る
義
務
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ホ
ー
プ
号
は
過
失
が
あ
っ
た
。

佐
渡
春
丸
が
ホ
ー
プ
号
の
船
首
前
方
を
左
か
ら
右
に
横
切
っ
た
前
後
に
お
い
て
、
ホ
ー
プ
号
は
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
を
避
け
る
た
め
に
右
転
し
た

り
、
速
力
を
落
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
両
者
の
動
作
を
と
る
時
間
的
余
裕
や
機
会
が
十
分
に
あ
っ
た
。
か
わ
り
に
ホ
ー
プ
号
は
衝
突
直
前

ま
で
針
路
お
よ
び
速
力
を
保
持
し
た
（
わ
ず
か
な
取
舵
一
〇
度
の
回
頭
お
よ
び
直
後
の
針
路
復
帰
を
除
く
。
）
。
そ
し
て
、
臨
機
の
右
転
で
や
っ
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と
危
険
を
避
け
れ
た
か
も
し
れ
な
い
と
き
に
、
ホ
ー
プ
号
の
船
長
は
と
っ
さ
に
左
転
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。

（
ホ
ー
プ
号
の
主
張
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断
そ
の
一
二
慣
習
（
c
u
s
t
O
ヨ
）
に
つ
い
て
）
（
l
。
〉

ホ
ー
プ
号
は
、
第
一
に
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
に
、
第
二
に
佐
渡
春
丸
に
責
任
を
転
嫁
し
よ
う
と
数
々
の
主
張
を
行
っ
て
い
る
。
ア
ク
エ
リ
ア
ス

号
に
対
し
て
は
■
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
が
間
違
っ
た
通
航
路
を
航
行
し
た
事
実
を
重
視
し
、
た
と
え
公
式
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
て

も
、
潮
岬
T
S
S
を
利
用
す
る
慣
習
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
グ
リ
フ
ィ
ン
は
・
そ
の
著
書
（
‖
）
の
中
で
慣
習
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

「
特
定
の
状
況
ま
た
は
特
定
の
場
所
に
お
け
る
運
航
上
の
明
確
な
慣
習
あ
る
い
は
慣
行
（
c
u
s
t
O
ヨ
O
r
u
S
a
g
e
）
は
、
法
と
矛
盾
せ
ず
、
か

つ
、
そ
れ
自
体
合
理
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
る
が
［
判
例
引
用
］
、
当
該
慣
習
の
存
在
と
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
明
白

な
証
明
が
な
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
［
判
例
引
用
］
。
」
〈
ほ
〉

グ
リ
フ
ィ
ン
の
著
書
の
中
で
引
用
さ
れ
た
判
例
に
は
、
当
該
海
域
に
慣
習
が
確
立
し
て
い
る
と
い
う
ホ
ー
プ
号
の
主
張
を
支
持
す
る
も
の
は

な
か
っ
た
。
さ
ら
に
　
「
当
該
慣
習
の
存
在
と
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て
明
白
な
証
明
が
な
さ
れ
る
場
合
」
　
に
該
当
し
て
い
な
い
。
こ
の
ル
ー
ル
を

説
明
す
る
た
め
、
グ
リ
フ
ィ
ン
は
著
書
の
中
で
〝
M
a
r
y
 
S
h
a
w
″
事
件
（
笥
e
d
．
讐
0
0
態
N
（
－
纂
－
）
）
　
を
引
用
し
て
い
る
。

「
確
立
さ
れ
た
運
航
ル
ー
ル
の
離
反
に
よ
っ
て
生
じ
る
危
険
は
、
そ
の
よ
う
な
離
反
を
正
当
化
す
る
地
方
の
慣
習
が
恒
久
的
な
地
域
の
韓
殊

事
情
、
例
え
ば
、
岩
、
曲
が
っ
た
川
の
強
流
等
か
ら
生
じ
る
必
要
性
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
例
外
は
ル
ー
ル
と
同

様
に
明
白
か
つ
明
確
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
海
事
裁
判
所
に
判
決
さ
せ
る
に
至
っ
た
。
」
（
1
6
）

グ
リ
フ
ィ
ン
に
よ
っ
て
明
確
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
慣
習
が
必
要
と
し
て
い
る
　
「
地
域
の
特
殊
事
情
（
l
O
C
a
－
p
e
c
u
－
i
a
r
i
t
i
e
s
）
」
　
は
、
当
該
海

域
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
本
法
廷
は
、
こ
の
衝
突
事
件
に
お
い
て
法
的
意
義
を
有
し
て
い
る
　
「
慣
習
」
　
の
存
在
を
兄
い
だ

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
と
え
存
在
し
て
い
る
と
し
て
も
、
横
切
り
状
況
の
発
展
型
と
し
て
国
際
規
則
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
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（
ホ
ー
プ
号
の
主
張
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断
そ
の
二
‥
「
特
殊
な
状
況
（
s
p
e
c
i
a
－
c
i
r
c
u
m
s
－
a
n
c
e
s
）
」
に
つ
い
て
）
（
1
7
〉

ホ
ー
プ
号
は
、
国
際
規
則
第
一
九
規
則
（
〕
u
U
．
S
．
C
O
d
e
－
S
e
C
．
－
○
0
0
ー
）
は
二
隻
の
船
舶
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
き
に
の
み
適
用
さ
れ
、
二
隻
を

超
え
る
船
舶
が
介
在
し
て
い
る
今
回
の
事
件
で
は
適
用
さ
れ
な
い
と
抗
弁
し
、
第
二
七
規
則
（
∽
u
U
・
S
・
C
O
d
e
駕
C
・
－
○
筆
（
柑
）
お
よ
び
第
二
九
規

則
（
山
賀
．
S
．
C
O
d
e
鴬
C
岳
等
（
柑
）
が
効
力
を
有
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ホ
ー
プ
号
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
み
ら
れ
る
特
殊
な

状
況
の
も
と
で
は
第
一
九
規
則
（
u
u
U
．
S
．
C
O
d
e
〉
S
e
C
．
－
蓋
－
）
は
適
用
さ
れ
ず
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
潮
岬
T
S
S
の
通
航
路
を
間
違
っ
た
方
向

に
航
行
し
た
過
失
が
あ
る
の
で
、
他
の
船
舶
を
避
け
る
た
め
に
速
力
を
減
じ
、
ま
た
は
変
針
し
、
あ
る
い
は
両
方
の
手
段
を
用
い
て
適
切
な
措

置
を
と
る
義
務
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
し
か
し
本
法
廷
は
・
ホ
ー
プ
号
の
主
張
を
採
用
す
る
に
値
し
な
い
と
考
え
る
（
空
。

横
切
り
船
の
航
法
は
、
二
隻
以
上
の
船
舶
が
い
る
と
き
に
適
用
さ
れ
る
。
第
二
七
規
則
（
u
u
U
．
S
．
C
O
d
e
｝
S
e
C
．
－
○
筆
は
、
切
迫
し
た
危
険
を

避
け
る
た
め
に
、
各
規
則
の
航
法
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
特
殊
な
状
況
の
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。
先
例
で
は
、
「
各
規
則
か
ら
離
反
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
大
災
害
を
回
避
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
後
ま
で
、
横
切
り
船
の
航
法
の
も
と
で
針
路
お
よ
び
速
力
を

保
持
す
る
こ
と
は
、
責
任
追
及
の
対
象
に
な
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
本
衝
突
事
件
で
は
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
、
横
切
っ
て
い
る
自
船
を
避
航

す
る
佐
渡
春
丸
を
視
認
し
て
お
り
、
ホ
ー
プ
号
が
同
様
の
措
置
を
と
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
理
由
が
な
か
っ
た
。
ホ
ー
プ
号
が
同
様
の

措
置
を
と
ら
ず
、
切
迫
し
た
危
険
を
避
け
る
明
白
な
必
要
性
が
あ
る
と
最
終
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
針
路
お
よ

び
速
力
を
変
更
す
る
措
置
を
と
っ
た
。

一
方
、
ホ
ー
プ
号
は
佐
渡
春
丸
に
対
し
て
、
ホ
ー
プ
号
の
進
路
を
横
切
ろ
う
と
し
て
右
転
し
た
こ
と
は
国
際
規
則
第
二
四
規
則
（
u
U
U
．
S
．
C
O
d
e
鳶
C
．
－
○
0
0
㊤

お
よ
び
二
二
規
則
（
u
u
U
．
S
．
C
O
d
e
鳶
C
岳
筈
違
反
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
前
述
し
た
よ
う
に
、
佐
渡
春
丸
は
右
転
し
た
と
き
ホ
ー

プ
号
を
離
し
て
追
い
越
し
終
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
第
二
四
規
則
（
u
u
U
．
S
．
C
O
d
e
寵
C
．
－
○
革
に
よ
り
ホ
ー
プ
号
を
避
け
る
と
い
う
義
務
か

ら
は
解
放
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
ホ
ー
プ
号
は
、
佐
渡
春
丸
の
措
置
に
よ
っ
て
連
続
し
た
左
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
正
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当
化
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
佐
渡
春
丸
の
四
五
度
の
変
針
は
、
横
切
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
ホ
ー
プ
号
の
進
路
を
斜
航

し
て
遠
ざ
か
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
、
ホ
ー
プ
号
の
主
張
す
る
よ
う
な
極
限
の
状
態
（
i
n
 
e
邑
r
e
m
i
s
 
s
i
t
u
a
t
i
O
n
）
　
に
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ

ち
ホ
ー
プ
号
の
当
直
航
海
士
が
錯
誤
に
よ
り
そ
う
思
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
最
初
に
左
転
し
た
軽
率
な
判
断
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
極
限

の
状
態
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
ド
ク
ト
リ
ン
　
（
d
O
C
t
r
i
n
e
）
　
に
は
な
り
え
な
い
。

ホ
ー
プ
号
は
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
航
行
に
よ
っ
て
極
限
の
状
態
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
国
際
規
則
を
適
切
に
履

行
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
極
限
の
状
態
が
存
在
し
た
の
で
あ
れ
．
ば
、
そ
れ
は
ホ
ー
プ
号
の
行
動
が
原
因
で
あ
っ
て
、
他
船
の
行
動
が
原
因
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
（
㌘

（
そ
の
他
の
過
失
に
つ
い
て
）
（
望

ホ
ー
プ
号
に
は
他
に
多
く
の
怠
慢
（
n
e
g
－
i
g
e
n
t
）
が
あ
る
。
見
張
り
員
が
配
置
さ
れ
ず
、
当
直
航
海
士
は
適
切
な
見
張
り
を
行
う
こ
と
を
怠
っ

た
。
結
果
と
し
て
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
早
期
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
い
は
気
づ
く

べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
ア
ク
エ
リ
ァ
ス
号
と
違
っ
て
、
ホ
ー
プ
号
は
他
船
の
位
置
、
特
に
自

船
か
ら
の
距
離
を
確
認
す
る
た
め
の
レ
ー
ダ
使
用
を
怠
っ
た
。
ま
た
ホ
ー
プ
号
は
取
舵
一
〇
度
で
回
頭
し
た
と
き
に
、
短
音
二
回
の
汽
笛
を
吹

鳴
す
る
こ
と
（
第
二
八
規
則
（
u
u
U
．
S
．
C
O
d
e
｝
S
e
C
．
－
○
害
）
）
を
怠
っ
た
。
仮
に
ホ
ー
プ
号
が
変
針
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
に
知
ら
せ

て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
に
衝
突
を
避
け
る
た
め
の
適
切
な
措
置
を
と
る
機
会
を
与
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
付
近
に
多
く
の
船

舶
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ホ
ー
プ
号
の
当
直
航
海
士
が
佐
渡
春
丸
の
右
転
を
報
告
す
る
た
め
に
呼
び
に
い
く
ま
で
、
ホ
ー
プ
号
の
船
長
が

船
橋
に
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
グ
ッ
ド
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
に
反
す
る
。
状
況
を
適
切
に
処
置
す
る
当
直
航
海
士
の
能
力
が
欠
け
て
い
た
こ
と
を

考
慮
す
れ
ば
、
船
長
の
不
在
は
衝
突
の
重
大
な
一
因
と
な
る
。

も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
ホ
ー
プ
号
は
必
要
な
と
き
に
減
速
ま
た
は
変
針
、
あ
る
い
は
そ
の
両
者
を
怠
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
本
法
廷
は
、
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特
定
で
き
な
い
船
舶
が
ホ
ー
プ
号
の
右
舷
側
に
お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め
に
右
転
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
ホ
ー
プ
号
の
主

張
は
、
指
摘
し
た
き
た
よ
う
に
採
用
し
な
い
。
仮
に
ホ
ー
プ
号
の
主
張
を
採
用
し
た
と
し
て
も
、
保
持
船
で
あ
る
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
安
全
な

横
切
り
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
減
速
し
た
り
、
機
関
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ホ
ー
プ
号
の
弁
明
に
は
な
ら
な
い
。
最
終
的
に
は
、

ホ
ー
プ
号
が
最
初
に
左
転
し
た
後
で
、
船
長
が
衝
突
が
差
し
迫
っ
た
と
き
に
取
舵
一
杯
を
令
す
る
以
前
の
段
階
に
お
い
て
さ
え
、
ホ
ー
プ
号
は

右
転
す
る
こ
と
に
よ
り
危
険
を
回
避
す
る
時
間
的
余
裕
お
よ
び
機
会
が
あ
っ
た
。
確
か
に
、
船
長
が
そ
れ
ま
で
の
状
況
を
十
分
知
っ
て
い
た
の

で
あ
れ
ば
、
昇
橋
し
た
後
に
回
避
措
置
を
う
ま
く
と
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
船
長
が
〇
二
時
三
〇
分
に
船
橋
か
ら
降
り
る
前
に
、
最
終

的
に
は
右
転
し
て
ホ
ー
プ
号
の
前
面
を
横
切
る
佐
渡
春
丸
の
行
動
を
予
期
し
て
い
た
と
船
長
は
証
言
し
た
。
さ
ら
に
当
直
航
海
士
が
佐
渡
春
丸

の
横
切
り
状
況
を
報
告
す
る
た
め
に
船
長
を
呼
び
に
い
き
、
船
長
が
船
橋
に
戻
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
佐
渡
春
丸
は
横
切
っ
た
あ
と
で
、
す
で

に
ホ
ー
プ
号
の
右
舷
側
に
い
た
の
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
当
直
航
海
士
は
最
初
の
左
転
の
後
、
舵
中
央
を
令
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
約
一
分
後

に
船
長
が
昇
橋
し
た
と
き
、
舵
は
ま
だ
左
に
と
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
同
時
に
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
と
の
衝
突
が
差
し
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
〇
三
時
二
〇
分
に
取
舵
一
杯
、
機
関
停
止
を
令
し
た
。
も
し
二
分
前
に
呼
ん
で
い
て
く
れ
て
い
た
ら
、
徐
々
に
右
転
し
て
機
関
を
停
止
し
、

衝
突
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
船
長
は
証
言
し
た
。

（
ホ
ー
プ
号
の
主
張
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断
そ
の
三
‥
↑
S
S
に
つ
い
て
）
（
空

次
に
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
が
潮
岬
T
S
S
の
間
違
っ
た
通
航
路
を
航
行
し
た
過
失
を
追
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ホ
ー
プ
号
の
主
張

に
う
つ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
弁
護
人
は
公
表
さ
れ
た
裁
判
所
の
研
究
も
適
切
な
判
例
も
引
用
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
ジ
エ
ニ
マ
ー

ル
号
事
件
（
［
｝
笥
コ
　
N
 
u
O
y
d
u
s
 
R
e
p
．
昌
に
お
い
て
、
英
国
海
事
裁
判
所
の
ブ
ラ
ン
ド
ン
判
事
（
B
r
a
n
d
O
n
ヒ
は
T
S
S
の
通
航
路
を

間
違
っ
た
方
向
で
航
行
し
た
船
舶
に
対
し
、
そ
の
後
発
生
し
た
衝
突
に
関
し
て
三
分
の
一
の
責
任
が
あ
る
と
判
示
し
た
。
し
か
し
、
ジ
エ
ニ
マ
ー

ル
号
事
件
の
T
S
S
は
I
M
C
O
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
も
の
で
、
か
つ
関
連
し
た
航
海
用
海
図
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
法
廷
で
審
理
さ
れ
た
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訴
訟
の
要
件
と
は
異
な
っ
て
い
る
と
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
、
レ
オ
ナ
ー
ド
・
ハ
ン
ド
判
事
（
L
e
O
n
a
r
d

H
a
n
d
ヒ
　
が
狭
い
水
道
の
間
違
っ
た
側
を
航
行
し
た
船
舶
の
責
任
を
問
わ
な
か
っ
た
ベ
ル
ハ
ー
ベ
ン
号
事
件
（
－
諾
A
A
M
C
日
暮
二
N
F
．
N
d

N
O
の
　
（
N
 
C
i
r
．
霊
室
）
の
判
例
を
引
用
し
、
責
任
の
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
レ
オ
ナ
ー
ド
・
ハ
ン
ド
判
事
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
動
き
の
定
ま
っ
た
時
点
で
、
加
害
船
が
他
船
か
ら
視
認
さ
れ
、
か
つ
違
法
な
位
置
に
い
る
こ
と
が
他
船
の
航
行
の
妨
害
に
な
ら
な
い
な
ら
ば
、

当
該
過
失
は
衝
突
の
原
因
と
な
ら
な
い
と
判
示
し
て
き
た
。
」

（24）

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
論
理
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
ジ
エ
ニ
マ
ー
ル
号
事
件
で
は
、
T
S
S
に
違
反
し
た
船
舶
は
、
当
該
方
式
が
強
制
さ
れ

て
い
な
い
外
国
船
舶
と
い
え
ど
も
過
失
が
あ
る
と
判
示
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ン
ド
ン
判
事
の
判
決
は
、
グ
ッ
ド
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
、
船
舶
は

船
長
が
十
分
知
っ
て
い
る
衝
突
予
防
の
方
式
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
命
題
（
t
h
e
 
p
r
O
p
O
S
i
t
i
O
n
 
t
h
a
t
 
g
0
0
d
 
s
e
a
ヨ
a
n
S
h
i
p

r
e
q
u
i
r
e
d
 
c
O
m
p
H
a
n
c
e
 
b
y
 
t
h
e
く
e
S
S
e
－
w
i
t
h
 
a
 
c
O
≡
s
i
O
n
壱
r
e
く
e
n
t
i
n
g
 
s
c
h
e
ヨ
e
 
O
f
 
w
h
i
c
h
 
h
e
r
 
m
a
s
t
e
r
 
h
a
d
 
f
亡
ニ

k
n
O
W
－
e
d
g
e
）
　
に
基
づ
い
て
い
る
。
法
廷
で
審
理
し
て
い
る
訴
訟
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
そ
の
と
き
の
特
殊
な
事
情
に
お
い
て
、
グ
ッ

ド
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
を
守
る
べ
き
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
船
長
の
義
務
違
反
（
f
a
こ
u
r
e
）
に
対
し
て
は
、
第
二
九
規
則
（
U
u
U
．
S
．
C
O
d
e
Y
S
e
C
．
－
○
讐
）

に
基
づ
く
責
任
が
生
じ
る
。

ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
船
長
は
潮
岬
T
S
S
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
I
M
C
O
に
承
認
さ
れ
て
い
よ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
を

東
行
の
針
路
で
航
行
さ
せ
て
い
た
西
行
通
航
路
の
中
に
お
い
て
は
、
当
然
西
行
の
交
通
流
の
存
在
可
能
性
に
気
づ
い
て
い
た
。
ア
ク
エ
リ
ア
ス

号
に
と
っ
て
、
も
っ
と
南
側
を
航
行
す
る
こ
と
は
容
易
な
予
防
措
置
で
あ
っ
た
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
危
険
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
若
干
異
な
る
文
脈
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
レ
オ
ナ
ー
ド
・
ハ
ン
ド
判
事
の
次
の
よ
う
な
判
決
文
は
妥
当
で

あ
る
と
考
え
る
。

「
自
船
を
傷
つ
け
な
け
れ
ば
驚
異
的
な
損
害
か
ら
自
船
を
守
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
許
さ
れ
た
不
法
行
為
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求

し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
過
酷
な
ル
ー
ル
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
依
然
と
し
て
そ
れ
が
、
被
害
船
が
危
険
を
認
知
し
た
後
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に
自
船
を
守
る
こ
と
に
失
敗
し
た
場
合
の
、
損
害
賠
償
に
関
す
る
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
判
例
の
基
本
で
あ
る
。
結
局
は
、
進
路
は
負
わ
さ
れ

る
責
任
の
範
囲
で
兄
い
だ
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
そ
れ
が
ど
ち
ら
に
せ
よ
単
な
る
変
針
の
問
題
で
あ
る
な
ら
ば
、
強
硬
に
主
張
し
て

は
な
ら
ず
、
他
船
に
損
害
賠
償
を
請
求
し
て
は
な
ら
な
い
。
重
大
な
危
険
が
あ
る
場
合
は
、
不
法
行
為
を
犯
し
て
で
も
自
由
に
回
避
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」

（25）

ジ
エ
ニ
マ
ー
ル
事
件
で
英
国
の
裁
判
所
は
、
当
該
海
域
に
衝
突
に
関
連
し
た
二
隻
の
船
舶
の
み
航
行
し
て
お
り
、
か
つ
衝
突
が
視
程
良
好
な

状
態
で
発
生
し
た
な
ら
ば
、
一
方
の
船
舶
に
よ
る
当
該
↑
S
S
の
違
反
は
「
衝
突
の
原
因
と
な
る
過
失
（
c
a
u
s
a
t
i
く
e
f
a
u
声
と
見
な
さ
れ
な

い
と
い
う
見
解
を
示
し
た
（
〓
警
↓
］
　
N
L
百
d
〉
s
R
e
p
．
N
？
N
寛
状
況
が
異
な
り
、
視
界
の
良
い
天
候
で
あ
っ
て
も
、
「
同
じ
海
域
に
数
隻

の
船
舶
が
存
在
す
る
場
合
は
、
二
隻
の
船
舶
の
み
が
介
在
す
る
場
合
に
比
べ
て
操
船
は
困
難
で
あ
り
」
（
I
b
i
d
）
、
こ
の
場
合
も
T
S
S
が
減
少
さ

せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
危
険
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
裁
判
所
は
、
ジ
エ
ニ
マ
ー
ル
号
事
件
で
は
「
付
近
に
他
の
船
舶
」
が
存
在
し
て
お
り
、

そ
の
存
在
が
T
S
S
に
違
反
し
た
船
舶
の
「
航
行
に
疑
い
も
な
く
影
響
を
与
え
た
」
の
で
あ
り
、
「
そ
う
で
な
か
っ
た
場
合
と
比
べ
、
ジ
エ
ニ
マ
ー

ル
号
と
出
会
っ
た
際
の
状
況
を
さ
ら
に
困
難
に
し
た
」
（
I
b
i
d
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
英
国
の
裁
判
所
は
ジ
エ
ニ
マ
ー

ル
号
の
T
S
S
違
反
は
衝
突
の
原
因
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
前
方
に
は
接
近
す
る
三
隻
の
船
舶
が
存
在
し
て
お
り
、
ジ
エ

ニ
マ
ー
ル
号
事
件
と
同
様
の
状
況
に
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
法
廷
は
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
が
潮
岬
↑
S
S
に
入
っ
た
際
に
と
っ
た
措
置
あ
る
い
は
怠
っ
た
措
置
に
対
し
て
で
は
な
く
、
衝

突
予
防
の
た
め
の
潮
岬
T
S
S
を
遵
守
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
も
責
任
の
一
部
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示

す
る
。
し
か
し
責
任
の
大
部
分
は
ホ
ー
プ
号
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
U
コ
i
－
e
d
S
－
a
－
e
S
く
・
R
e
－
i
a
b
－
e
T
r
a
n
s
f
e
r
C
〇
・
畠
－
U
・
S
・
∽
笥
）

－
誓
い
A
M
C
班
ニ
ー
笥
∽
）
に
よ
り
、
本
法
廷
は
ホ
ー
プ
号
の
所
有
者
で
あ
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
キ
ャ
リ
ア
会
社
に
衝
突
の
八
〇
％
の
責
任
を
、

ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
所
有
者
で
あ
る
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ス
テ
ー
ツ
ラ
イ
ン
会
社
に
二
〇
％
の
責
任
を
負
わ
せ
る
。
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◎
第
二
審
‥
米
国
第
二
巡
回
控
訴
裁
判
所

（
U
n
i
t
e
d
 
S
t
a
t
e
s
 
C
O
u
r
t
O
f
A
p
p
e
巴
S
玩
e
c
O
n
d
 
C
i
r
c
u
i
t
玩
e
p
t
e
m
b
e
r
－
警
護
0
．
）
（
空

「
機
船
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
プ
号
の
所
有
者
と
し
て
の
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
キ
ャ
リ
ア
会
社
の
責
任
を
一
〇
〇
％
と
し
、
汽
船
ア
メ
リ
カ

ン
・
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
所
有
者
と
し
て
の
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ス
テ
ー
ツ
ラ
イ
ン
会
社
の
責
任
は
問
わ
な
い
。
」

（争点）地
方
裁
判
所
は
、
「
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
に
つ
い
て
、
同
船
は
明
ら
か
に
潮
岬
T
S
S
の
西
行
通
航
路
を
間
違
っ
た
方
向
に
航
行
し
て
い
た
。
」
（
－
謡
O

A
M
C
 
N
班
○
】
怠
u
 
F
．
S
亡
p
p
．
－
課
．
）
と
認
定
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
実
は
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
責
任
に
関
し
て
決
定
的
要
因
と
は

な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
と
ホ
ー
プ
号
は
互
い
に
一
定
距
離
で
視
認
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
視
程
は
六
～
八
マ
イ
ル
あ
り
、

T
S
S
に
は
か
か
わ
り
な
く
、
「
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
が
ホ
ー
プ
号
お
よ
び
佐
渡
春
丸
を
視
認
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
適
用
さ
れ
る
国
際
規
則
に
し
た

が
う
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
」
　
（
－
諾
O
 
A
M
C
 
N
ひ
き
金
u
 
F
．
S
u
p
p
」
器
．
）
　
国
際
規
則
の
も
と
で
は
、
ア
ク
エ
′
リ
ア
ス
号
は
保
持
船
で
あ
り
、

ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
針
路
を
避
け
、
必
要
な
積
極
的
動
作
を
と
る
こ
と
は
ホ
ー
プ
号
の
義
務
で
あ
っ
た
が
、
ホ
ー
プ
号
は
そ
れ
を
怠
っ
た
。

ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
に
二
〇
％
の
責
任
を
負
わ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
第
一
審
で
は
最
近
の
英
国
海
事
裁
判
所
の
ジ
エ
ニ
マ
ー
ル
号
判
決
に
大

き
く
依
拠
し
て
い
る
。
し
か
し
事
実
関
係
が
多
少
異
な
っ
て
い
る
。
ジ
エ
ニ
マ
ー
ル
号
事
件
の
状
況
と
違
っ
て
、
本
衝
突
事
件
に
お
け
る
T
S

S
は
、
当
該
海
域
の
政
府
刊
行
海
図
に
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
衝
突
海
域
に
い
た
四
隻
の
船
舶
の
う
ち
三
隻
が
通
航
路
に
し
た
が
っ
て
い

な
か
っ
た
。
ホ
ー
プ
号
は
、
自
船
が
避
航
船
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
良
好
な
視
界
の
も
と
で
少
な
く
と
も
六
マ
イ
ル
の
操
船
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領
域
を
確
保
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
ホ
ー
プ
号
が
適
用
さ
れ
る
国
際
規
則
に
し
た
が
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
衝
突
を
回
避

す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。

第
一
審
で
は
、
グ
ッ
ド
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
「
船
長
が
十
分
知
っ
て
い
る
衝
突
予
防
の
方
式
を
遵
守
す
る
こ
と
」
　
（
－
纂
O
 
A
M
C
 
N
∽
缶
】

金
u
 
F
．
S
亡
p
p
．
N
亭
P
）
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
た
っ
て
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
船
長
が
潮
岬
T
S
S
の
西
行
通
航
路
を
横
切
る

針
路
で
東
行
し
た
こ
と
に
対
し
、
二
〇
％
の
責
任
を
負
わ
せ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
前
提
や
プ
ア
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
（
p
0
0
r
 
S
e
a
ヨ
a
n
S
h
i
p
）

の
結
論
を
、
本
法
廷
は
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
上
述
の
と
お
り
、
問
題
の
T
S
S
は
I
M
C
O
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

公
的
な
地
位
を
有
し
な
い
航
行
規
則
が
、
慣
習
あ
る
い
は
慣
行
に
よ
っ
て
法
た
る
効
力
を
獲
得
し
う
る
こ
と
（
s
O
ヨ
e
 
S
a
i
－
i
n
g
 
r
u
－
e
s
 
n
O
t
 
h
a
ま
n
g

O
f
f
i
c
i
a
－
s
t
a
t
u
s
 
c
a
n
 
a
c
h
i
e
く
e
 
t
h
e
 
f
O
r
C
e
 
O
〓
a
w
 
b
y
 
c
u
s
t
O
ヨ
O
r
 
u
S
a
g
e
）
を
認
め
る
と
し
て
も
、
第
一
審
で
は
潮
岬
T
S
S
が
慣

習
た
る
地
位
（
s
t
a
t
u
s
 
O
f
 
a
 
c
亡
S
t
O
ヨ
）
を
得
た
も
の
で
は
な
い
　
（
本
法
廷
も
肯
定
す
る
）
と
認
定
さ
れ
た
。
本
法
廷
は
、
こ
れ
を
責
任
の
内

容
に
及
す
べ
き
で
は
な
い
．
と
考
え
る
。
法
的
な
効
力
を
欠
く
T
S
S
の
存
在
を
単
に
知
っ
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
遵
守
す
る
強
制
的

な
義
務
が
生
じ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
行
動
は
グ
ッ
ド
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
に
し
た
が
わ
な
か
っ
た
も
の
と
は

み
な
さ
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
法
廷
が
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
潮
岬
T
S
S
に
し
た
が
う
べ
き
で
あ
る
と
認
定
し
て
も
、
控
訴
に
対
す
る
本
法
廷
の
決
定

は
か
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
両
船
は
国
際
水
域
に
い
た
。
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
国
際
水
域
に
適
用
さ
れ
る
一
般
的
な
ル
ー
ル
に
し
た
が
っ
て
、

か
つ
そ
れ
を
信
頼
し
て
航
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ホ
ー
プ
号
は
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
を
避
け
る
た
め
に
必
要
な
操
船
領
域
（
少
な
く
と
も
六

マ
イ
ル
）
　
を
有
し
て
い
た
。
両
船
は
、
そ
の
間
ず
っ
と
互
い
に
視
野
の
う
ち
に
あ
っ
た
。
各
船
舶
は
、
他
船
の
存
在
も
海
上
に
お
け
る
義
務
も

知
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
潮
岬
T
S
S
の
地
位
が
上
が
っ
た
と
し
て
も
、
第
一
九
規
則
（
u
u
U
．
S
．
C
O
d
e
－
S
e
C
．
－
○
∞
－
）
　
に
優
先
適

用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
が
潮
岬
T
S
S
に
基
づ
く
通
航
路
を
　
「
間
違
っ
て
航
行
し
た
」
　
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
ホ
ー
プ

号
の
国
際
規
則
違
反
を
正
当
化
す
る
も
の
に
は
な
ら
な
い
。
衝
突
は
そ
の
よ
う
な
国
際
規
則
違
反
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
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号
の
過
失
が
原
因
で
は
な
か
っ
た
。

ジ
エ
ニ
マ
ー
ル
号
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
衝
突
し
た
船
舶
の
一
方
が
T
S
S
に
違
反
し
た
場
合
、
過
失
（
f
a
u
－
t
）
に
あ
た
る
け
れ
ど
も
原
因
と
な
る
過
失
（
c
a
u
s
a
t
i
く
e
 
f
a
u
－
t
）
　
に

は
な
ら
な
い
と
す
る
判
決
が
、
晴
天
時
に
衝
突
し
た
事
件
に
よ
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
典
型
的
な
事
例
は
、
通
常
は
ふ
く
そ
う
し
た
海
域
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
と
き
に
は
付
近
に
衝
突
し
た
船
舶
し
か
存
在
し
て
お
ら
ず
、
両
船
は
数
マ
イ
ル
の
距
離
で
明
ら
か
に
互
い
に
視
認
し
て
い
る

よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
」
　
（
［
－
讐
↓
］
　
N
 
L
－
O
y
d
Y
s
 
R
e
p
．
a
t
 
N
〇

本
衝
突
事
件
で
は
、
付
近
に
他
の
船
舶
が
存
在
し
て
い
る
が
、
事
実
認
定
に
お
い
て
ホ
ー
プ
号
や
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
い
づ
れ
の
航
行
に
も

影
響
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
二
船
は
、
数
マ
イ
ル
の
間
互
い
に
相
手
船
に
気
づ
い
て
お
り
、
各
々
の
義
務
も
知
っ
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
法
廷
は
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
衝
突
の
責
任
を
二
〇
％
と
し
た
地
方
裁
判
所
の
判
決
を
破
棄
し
、
本
衝
突
事
件
に
お
け

る
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
責
任
は
問
わ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
ホ
ー
プ
号
の
責
任
と
す
る
。

《研究》国際
海
事
機
関
（
i
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
M
a
r
i
t
i
ヨ
e
O
r
g
a
n
i
N
a
t
i
O
n
‥
l
M
O
）
〈
2
7
）
に
お
い
て
採
択
・
決
議
さ
れ
た
『
航
路
指
定
』
（
讐
第
一
編
「
航

路
指
定
の
一
般
通
則
（
g
e
n
e
r
a
－
p
r
O
く
i
s
i
O
n
S
 
O
n
 
S
h
i
p
s
言
O
u
t
e
i
n
g
）
」
　
の
定
義
（
第
二
章
）
　
に
基
づ
く
と
、
T
S
S
と
は
通
航
路
の
設
定

及
び
適
当
な
方
法
に
よ
り
、
対
面
す
る
交
通
流
の
分
離
を
目
的
と
し
た
航
路
指
定
の
方
法
（
r
O
u
t
e
i
ロ
g
ヨ
e
a
S
u
r
e
）
の
一
種
で
あ
る
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
T
S
S
は
反
対
方
向
又
は
ほ
と
ん
ど
反
対
方
向
に
進
行
す
る
船
舶
の
通
航
を
分
離
す
る
方
式
の
こ
と
で
あ
り
、
主

に
船
舶
交
通
の
ふ
く
そ
う
す
る
水
域
に
お
け
る
船
舶
交
通
流
の
整
流
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
〈
㌘
I
M
C
O
の
勧
告
と
し
て
の
性
格

を
有
し
て
い
た
T
S
S
は
航
行
安
全
上
の
有
効
性
が
認
識
さ
れ
、
一
九
七
二
年
の
国
際
規
則
　
（
以
下
、
「
七
二
年
規
則
」
　
と
い
う
。
）
　
の
B
部
操

船
規
則
及
び
航
行
規
則
（
P
A
R
T
 
B
 
s
t
e
e
r
i
n
g
 
a
n
d
 
s
a
i
－
i
n
g
 
r
u
－
e
s
）
　
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
そ
し
て
第
一
条
（
d
）
項
に
お
い
て
、
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第
一
〇
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
T
S
S
を
採
択
す
る
権
限
が
当
該
機
関
に
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。

し
か
し
第
一
〇
条
の
規
定
の
履
行
に
あ
た
っ
て
は
、
T
S
S
が
七
二
年
規
則
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
か
ら
の
年
月
が
浅
い
こ
と
や
、
長
年
に
わ

た
っ
て
実
践
さ
れ
て
き
た
他
の
航
法
と
の
対
比
か
ら
未
熟
性
を
生
じ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
航
路
選
択
に
制
約
を
受
け
て
航
行
す
る
場
合
に
は
、

そ
れ
に
対
応
す
る
航
行
上
の
特
別
な
地
位
を
付
与
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
地
位
の
付
与
が
な
い
こ
と
等
か
ら
、
海
員
の
間

に
十
分
馴
染
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（
㌘
ま
た
国
際
規
則
の
法
規
範
性
と
い
う
観
点
か
ら
T
S
S
と
横
切
り
船
の
航
法
に
関
す
る

問
題
点
を
提
起
し
た
研
究
（
製
や
、
海
洋
法
秩
序
の
観
点
か
ら
T
S
S
を
設
定
す
る
権
能
と
通
航
船
舶
に
対
す
る
法
的
拘
束
力
に
つ
い
て
論
究
し

た
研
究
（
聖
も
あ
る
。

本
衝
突
事
件
は
、
七
二
年
規
則
施
行
以
前
に
I
M
C
O
が
承
認
し
て
い
な
い
T
S
S
内
で
発
生
し
て
お
り
、
直
接
的
に
は
七
二
年
規
則
第
一

〇
条
に
定
め
る
規
定
や
機
関
が
採
択
し
た
T
S
S
と
は
関
係
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
論
じ
る
上
で
重
要
な
の
で
、
本
稿
で

は
若
干
の
考
察
を
踏
ま
え
た
後
に
、
判
例
の
法
適
用
過
程
に
お
け
る
法
的
思
考
の
構
造
に
つ
い
て
論
究
す
る
。

＜
T
S
S
の
歴
史
的
経
緯
＞

分
離
通
航
（
t
r
a
f
f
i
c
 
s
e
p
a
r
a
t
i
O
n
）
及
び
通
航
路
指
定
（
t
r
a
f
f
i
c
 
r
O
u
t
i
n
g
）
と
い
う
形
式
を
T
S
S
の
原
形
と
み
る
の
で
あ
れ
ば
、
既
に

一
八
四
七
年
に
天
候
を
考
慮
し
た
航
路
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
一
八
五
五
年
に
は
、
北
大
西
洋
を
横
断
す
る
汽
船
を
相
互
に
離
し
て
反
対

方
向
に
航
行
さ
せ
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
分
離
路
（
s
e
p
a
r
a
t
e
－
a
n
e
）
が
提
案
さ
れ
た
。
一
方
、
航
海
の
安
全
を
目
的
と
し
た
国
際
的
合
意
と
い

う
形
で
の
T
S
S
は
、
一
八
九
八
年
に
北
大
西
洋
航
路
の
客
船
運
航
会
社
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
分
離
通
航
路
（
t
r
a
f
f
i
c
 
s
e
p
a
r
a
t
i
O
n
 
r
O
u
t
e
）

に
関
す
る
一
種
の
紳
士
協
定
（
g
e
n
t
l
e
ヨ
e
n
〉
s
a
g
r
e
e
ヨ
e
n
t
）
が
起
源
と
な
っ
て
い
る
（
㌘
関
連
条
項
は
海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
の
た
め

の
国
際
条
約
（
i
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
l
 
c
O
n
完
n
t
i
O
n
 
f
O
r
 
t
h
e
 
s
a
f
e
t
y
 
O
〓
i
f
e
 
a
t
 
s
e
a
…
以
下
、
「
S
O
L
A
S
条
約
」
と
い
う
。
）
に
取
り
入
れ
ら

れ
、
一
九
六
〇
年
の
S
O
L
A
S
条
約
で
は
第
五
章
第
八
規
則
に
お
い
て
、
「
（
a
）
　
北
大
西
洋
を
両
方
向
に
横
断
す
る
認
め
ら
れ
た
航
路
及
び
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特
に
北
大
西
洋
の
両
岸
の
船
舶
が
集
中
す
る
区
域
に
お
け
る
認
め
ら
れ
た
航
路
に
従
う
こ
と
の
慣
行
は
、
船
舶
相
互
間
の
衝
突
及
び
氷
山
と
の

衝
突
の
防
止
に
貢
献
し
て
お
り
、
こ
の
慣
行
は
、
す
べ
て
の
関
係
船
舶
に
対
し
推
奨
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
　
と
規
定
さ
れ
た
。

一
九
六
一
年
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
英
国
の
航
海
学
会
　
（
i
n
s
t
i
t
u
t
e
 
O
f
 
n
a
ま
g
a
t
i
O
n
）
　
は
、
衝
突
の
お
そ
れ
が
頻
繁
に
発
生
す
る
海
域

で
あ
る
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
対
象
と
し
て
、
共
同
で
分
離
通
航
に
関
す
る
方
法
の
研
究
を
行
い
、
T
S
S
の
導
入
案
は
I
M
C
O
に
提
出
さ
れ
、

海
上
安
全
委
員
会
（
M
a
r
i
t
i
ヨ
e
 
S
a
f
e
t
y
 
C
O
ヨ
ヨ
i
t
t
e
e
）
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
六
七
年
に
は
、
自
主
的
な
航
路
指
定
方
式
（
く
0
－
亡
n
t
a
苛

r
O
u
t
i
n
g
s
c
h
e
m
e
s
）
と
し
て
ド
ー
バ
ー
海
峡
に
二
つ
の
主
要
な
通
過
通
航
路
（
t
h
r
O
u
g
h
・
t
r
a
f
f
i
c
－
a
n
e
）
と
二
つ
の
沿
岸
通
航
帯
（
i
n
s
h
O
r
e

t
r
a
f
f
i
c
z
O
コ
e
）
が
設
定
さ
れ
た
（
㌘

一
九
七
一
年
、
ド
ー
バ
ー
海
峡
で
発
生
し
た
衝
突
事
件
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
I
M
C
O
は
第
七
回
総
会
　
（
一
九
七
一
年
一
〇
月
）
　
に
お

い
て
T
S
S
の
通
航
方
法
の
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
に
二
つ
の
決
議
を
採
択
し
た
（
R
e
s
O
－
u
t
i
O
n
 
A
．
N
O
禁
だ
Ⅰ
）
、
R
e
s
O
－
u
t
i
O
n
 
A
．
N
N
∞
（
雲
I
）
）
。

こ
の
総
会
で
は
、
ま
ず
I
M
C
O
を
航
路
指
定
に
関
し
て
国
際
的
レ
ベ
ル
の
方
式
を
確
立
し
、
採
択
す
る
唯
一
の
国
際
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
、

一
九
六
〇
年
の
S
O
L
A
S
条
約
第
五
章
第
八
規
則
を
改
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
I
M
C
O
が
採
択
し
た
T
S
S
で
は
、
船
舶
は
交
通
の
流
れ

の
一
般
的
な
方
向
に
進
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
ま
た
一
種
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
認
め
て
、
加
盟
国
政
府
に
対
し
て
、
I

M
C
O
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
T
S
S
の
交
通
の
流
れ
の
一
般
的
な
方
向
に
反
し
て
進
行
し
た
船
舶
を
、
当
該
船
舶
の
旗
国
の
違
反
（
O
f
f
e
n
c
e
）

と
す
る
よ
う
勧
告
し
た
。
そ
し
て
連
合
王
国
を
初
め
と
し
て
、
多
く
の
政
府
が
、
こ
の
勧
告
を
履
行
す
る
た
め
立
法
措
置
（
－
e
g
i
s
－
a
t
i
O
n
）
を
講

じ
た
。
（
聖
垂
し
か
し
強
制
化
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
T
S
S
の
条
項
を
国
際
規
則
の
中
に
取
り
込
ん
だ
方
が
望
ま
し
い
と
の
結
論
に
達
し
、
七

二
年
規
則
第
一
〇
条
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
七
二
年
規
則
の
施
行
前
に
は
、
既
に
六
三
の
T
S
S
が
I
M
C
O
に
よ
っ
て

採
択
さ
れ
て
お
り
、
第
八
回
総
会
二
九
七
三
年
二
月
）
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
決
議
（
R
e
s
O
F
t
i
O
n
 
A
．
N
0
0
A
（
S
i
i
）
）
に
よ
っ
て
、
本
条

に
規
定
し
て
い
る
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
航
法
原
則
が
適
用
さ
れ
て
い
た
（
A
N
N
E
X
l
）
。
そ
の
意
味
か
ら
い
う
と
、
本
条
は
従
来
か
ら
の
I
M

C
O
の
勧
告
で
あ
っ
た
航
法
原
則
を
条
約
上
の
義
務
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
一
九
七
四
年
の
S
O
L
A
S
条
約
で
は
、
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航
路
指
定
に
関
す
る
規
定
を
整
理
し
た
が
、
勧
告
と
し
て
の
総
論
的
な
意
義
し
か
兄
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
方
、
七
二
年
規
則
施
行
後
の
　
「
航
路
指
定
の
一
般
通
則
」
　
に
つ
い
て
は
、
第
一
〇
回
総
会
　
（
一
九
七
七
年
一
一
月
）
　
で
決
議
が
採
択
さ
れ

（
R
e
s
O
－
u
t
i
O
n
 
A
．
当
0
0
（
‥
ご
）
、
第
二
回
総
会
　
（
一
九
七
九
年
一
一
月
）
　
決
議
で
改
正
さ
れ
　
（
R
e
s
O
－
u
t
i
O
n
 
A
．
畠
0
0
（
H
H
）
）
、
第
一
四
回
総

会
　
（
一
九
八
五
年
一
一
月
）
　
決
議
で
新
規
に
採
択
さ
れ
た
が
　
（
R
e
s
O
－
u
t
i
O
n
 
A
一
∽
↓
N
　
（
舛
－
く
）
）
、
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
は
変
更
さ
れ
て
い

な
い
。
す
な
わ
ち
航
路
指
定
の
目
的
は
、
「
船
舶
の
集
中
す
る
水
域
及
び
船
舶
交
通
密
度
の
大
き
い
水
域
又
は
限
ら
れ
た
操
船
余
地
、
航
路
障
害

物
の
存
在
、
限
ら
れ
た
水
深
若
し
く
は
不
利
な
気
象
条
件
の
た
め
操
船
の
自
由
が
制
限
さ
れ
る
水
域
に
お
い
て
、
航
行
の
安
全
を
向
上
す
る
こ

と
」
　
で
あ
り
、
「
個
々
の
航
路
指
定
方
式
の
明
確
な
目
的
は
、
緩
和
の
対
象
と
な
る
特
殊
な
危
険
の
状
態
で
決
ま
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
航

路
指
定
方
式
の
使
用
に
関
し
て
は
、
「
I
M
O
が
採
択
し
た
分
離
通
航
方
式
内
又
は
付
近
を
航
行
す
る
船
舶
は
、
他
船
と
衝
突
す
る
お
そ
れ
の
増

大
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
C
O
L
R
E
G
七
二
第
一
〇
条
の
規
定
に
特
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
規
則
の
他
の
条
の
規
定
も
す

べ
て
の
点
で
適
用
さ
れ
、
特
に
他
船
と
衝
突
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
に
は
、
同
規
則
B
部
第
二
章
及
び
第
三
章
の
各
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
」

と
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
T
S
S
に
関
す
る
規
定
の
整
備
と
並
行
し
て
、
第
二
回
総
会
で
は
実
効
性
の
担
保
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
れ
ら
の
規
定
遵
守

の
問
題
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
た
　
（
R
e
s
O
－
u
t
i
O
n
 
A
．
畠
N
　
（
舛
l
）
）
。
す
で
に
一
部
の
加
盟
国
政
府
は
、
自
国
の
沿
岸
沖
の
T
S
S
を
監
視
し
、

七
二
年
規
則
第
一
〇
条
に
違
反
す
る
船
舶
を
旗
国
（
f
－
a
g
 
s
t
a
t
e
）
に
通
報
す
る
制
度
を
確
立
し
て
い
た
。
そ
こ
で
七
二
年
規
則
第
一
〇
条
の
遵

守
を
強
制
化
す
る
も
っ
と
も
効
果
的
な
方
法
は
、
あ
る
種
の
罰
則
（
p
e
n
a
－
t
y
）
を
課
す
こ
と
で
あ
る
と
い
う
見
解
の
も
と
で
、
I
M
C
O
は
加

盟
国
政
府
に
次
の
よ
う
な
事
項
を
要
求
し
た
。
す
な
わ
ち
第
二
回
総
会
で
は
、
（
a
）
七
二
年
規
則
の
条
項
を
常
時
遵
守
す
る
必
要
性
に
鑑
み
、

船
舶
所
有
者
、
船
長
及
び
海
員
の
注
意
を
喚
起
し
、
（
b
）
七
二
年
規
則
の
違
反
通
報
を
、
こ
の
決
議
の
様
式
に
従
っ
て
旗
国
に
提
出
し
、
（
C
）

通
常
の
行
政
及
び
司
法
機
関
に
従
っ
て
、
他
国
政
府
か
ら
受
け
取
っ
た
違
反
通
報
に
対
し
て
適
切
な
措
置
を
と
り
、
そ
の
結
果
を
通
報
し
て
き

た
政
府
に
通
知
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
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船
舶
は
分
離
通
航
帯
を
航
行
す
る
義
務
は
な
い
が
、
沿
岸
通
航
帯
が
設
定
さ
れ
て
い
る
水
域
に
つ
い
て
は
、
通
過
通
航
船
は
分
離
通
航
帯
を

航
行
す
る
こ
と
を
間
接
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
分
離
通
航
帯
を
使
用
す
る
船
舶
は
、
第
一
義
的
に
は
七
二
年
規
則
第
一
〇
条
の
規

定
に
定
め
ら
れ
た
航
法
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
六
〇
年
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
年
二
一
月
三
一
日
に
か
け
て
、
わ
が
国
の
船
舶
が
第

一
〇
条
の
規
定
の
航
法
に
違
反
し
た
と
し
て
沿
岸
国
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
の
は
三
六
件
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
イ
ギ
リ
ス
四
件
（
ド
ー
バ
ー

海
峡
及
び
そ
の
接
続
水
域
）
、
フ
ラ
ン
ス
一
九
件
（
ド
ー
バ
ー
海
峡
及
び
そ
の
接
続
水
域
、
ア
シ
ャ
ン
ト
沖
、
カ
ス
ケ
ッ
ト
沖
）
、
オ
マ
ー
ン
一

三
件
（
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
）
と
な
っ
て
い
る
（
聖
。
な
お
一
部
の
国
に
お
い
て
は
、
交
通
の
流
れ
の
定
め
ら
れ
た
方
向
に
反
し
て
進
行
す
る
こ
と
を

違
反
（
O
f
f
e
n
c
e
）
と
定
め
た
政
府
に
よ
っ
て
、
過
去
に
若
干
の
訴
追
（
p
r
O
S
e
C
亡
t
i
O
コ
）
が
行
わ
れ
て
い
る
（
翌
。

（
機
関
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
て
い
な
い
T
S
S
V

潮
岬
T
S
S
は
民
間
団
体
で
あ
る
　
（
社
）
　
日
本
船
長
協
会
が
自
主
的
に
設
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
海
上
衝
突
予
防
法
第
一
〇
条
第
一
項
に
規

定
す
る
分
離
通
航
方
式
で
は
な
い
の
で
、
第
一
義
的
に
は
法
的
拘
束
力
を
有
し
て
い
な
い
。
（
社
）
日
本
船
長
協
会
は
操
船
者
の
間
に
誤
解
が
生

じ
な
い
よ
う
に
、
そ
の
こ
と
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
で
明
示
し
た
上
で
、
積
極
的
な
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
（
翌
。
ま
た
本
方
式
の
設
定
趣
旨

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
沿
岸
水
域
に
お
け
る
海
上
交
通
の
流
れ
を
分
離
す
る
こ
と
が
海
難
防
止
に
極
め
て
役
立
ち
、
か
つ
緊
急
を
要
す
る
問
題
で
あ
り
、
又
海
上

交
通
と
い
う
世
界
的
規
模
の
交
通
体
系
に
お
い
て
そ
の
す
う
勢
に
も
順
応
で
き
る
も
の
と
し
て
分
離
通
航
方
式
の
設
定
を
検
討
す
る
こ
と
に
し

た
。
（
中
略
）
本
間
題
を
検
討
し
て
い
た
日
本
船
主
協
会
と
も
密
接
な
連
絡
を
と
り
、
更
に
内
航
船
主
団
体
と
の
意
見
調
整
も
図
り
、
旧
海
上
衝

突
予
防
法
第
二
五
条
の
精
神
を
基
調
と
し
、
一
九
六
八
年
の
I
M
C
O
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
　
「
航
路
指
定
に
関
す
る
勧
告
」
　
及

び
そ
の
内
容
基
準
を
参
考
と
し
、
又
日
本
沿
岸
水
域
に
お
け
る
地
理
的
事
情
を
考
慮
し
て
、
l
九
六
九
年
四
月
に
分
離
通
航
水
域
　
（
分
離
通
航

帯
七
カ
所
及
び
深
水
深
航
路
一
カ
所
）
を
設
定
す
る
成
案
を
見
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
そ
の
成
案
を
運
輸
大
臣
な
ら
び
に
海
上
保
安
庁
長
官
宛
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送
付
し
、
I
M
C
O
に
提
案
す
る
よ
う
要
望
す
る
と
共
に
、
同
水
域
の
分
離
通
航
を
民
間
で
自
主
的
に
実
施
す
る
旨
通
知
し
そ
の
了
解
を
求
め

た
。
然
し
な
が
ら
諸
般
の
事
情
に
よ
り
容
易
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ず
延
引
さ
れ
て
い
た
が
、
つ
い
に
海
上
保
安
庁
の
了
解
な
ら
び
に
船
主

協
会
の
協
力
の
も
と
に
、
一
九
七
〇
年
六
月
一
日
船
長
協
会
の
自
主
的
事
業
と
し
て
実
施
に
踏
切
っ
た
。
」

（亜）

一
方
、
（
社
）
　
日
本
船
長
協
会
は
、
そ
れ
ら
の
T
S
S
の
実
効
性
に
関
す
る
調
査
に
基
づ
い
て
、
次
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

「
通
航
分
離
水
域
を
自
主
的
に
設
定
し
た
当
協
会
は
、
そ
の
後
一
年
余
り
経
過
し
た
一
九
七
一
年
一
〇
月
当
該
水
域
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
対
象
は
主
と
し
て
航
洋
船
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
調
査
に
参
加
し
た
船
長
の
九
八
％
は
自
主
的
に
海
図
に
記
入
し

利
用
し
て
い
た
。
但
し
各
水
域
に
つ
い
て
常
に
通
航
す
る
も
の
は
平
均
五
八
％
で
あ
っ
た
。
又
全
般
的
意
見
と
し
て
、
こ
れ
ら
水
域
を
通
航
す

る
航
海
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
、
及
び
I
M
C
O
の
承
認
の
も
と
に
法
制
化
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
当
協
会
で
は
外
国
船
舶
協
会

等
に
も
協
力
を
求
め
、
関
係
外
国
船
に
当
該
分
離
通
航
水
域
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
‥
そ
の
周
知
に
努
め
た
結
果
、
本
邦
寄
港
の

多
数
の
外
国
船
は
そ
の
使
用
海
図
に
本
分
離
通
航
帯
を
記
入
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
上
記
の
こ
と
及
び
本
州
南
東
岸
水
路
誌
に
参
考
事
項
と

し
て
本
分
離
通
航
水
域
の
存
在
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
航
洋
船
に
つ
い
て
は
本
設
定
水
域
が
自
主
的
な
も
の
と
は
い
え
内
外
共
に

認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
」

へ〓）

以
上
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
（
社
）
　
日
本
船
長
協
会
自
主
設
定
に
よ
る
T
S
S
　
（
機
関
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
て
い
な
い
T
S
S
）
　
に
つ
い
て
、

法
た
る
効
力
を
有
す
る
慣
習
と
し
て
の
地
位
に
達
し
て
い
る
か
否
か
の
判
断
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
第
一
審
で
は
、
グ
リ
フ
ィ
ン

の
説
を
引
用
し
て
、
慣
習
が
必
要
と
し
て
い
る
「
地
域
の
特
殊
事
情
二
〇
C
a
l
 
p
e
c
u
－
i
a
r
i
t
i
e
s
）
」
　
の
有
無
を
検
討
し
、
当
該
海
域
に
は
法
的
意

義
を
有
し
て
い
る
慣
習
の
存
在
を
兄
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
。
ま
た
第
二
審
に
お
い
て
も
、
潮
岬
T
S
S
は
法
た
る
効
力
を
有
す
る

慣
習
に
達
し
て
い
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
機
関
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
て
い
な
い
潮
岬
T
S
S
は
、
慣
習
法
た
る
地
位
を
有
し
て

い
な
い
た
め
に
、
少
な
ぐ
と
も
行
為
規
範
と
し
て
航
法
適
用
の
法
的
推
論
に
現
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
慣
習
あ
る
い
は
慣
行
の
存
在
の
証

明
は
容
易
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
事
実
問
題
と
し
て
論
ぱ
く
の
対
象
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
雲
。
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（
潮
岬
T
S
S
を
遵
守
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
責
任
）

潮
岬
T
S
S
は
、
前
述
の
と
お
り
法
た
る
効
力
を
有
し
て
い
な
い
の
で
、
第
一
義
的
に
は
そ
の
通
航
方
法
に
関
し
て
法
的
な
義
務
が
生
じ
る

こ
と
は
な
い
。
し
か
し
機
関
に
T
S
S
の
採
択
を
提
案
し
て
い
な
く
て
も
、
政
府
は
国
際
水
域
に
お
い
て
当
該
方
式
の
使
用
を
勧
告
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
よ
う
な
T
S
S
に
は
七
二
年
規
則
第
一
〇
条
は
適
用
さ
れ
な
い
が
、
第
二
条
（
a
）
　
項
に
従
っ
て
、
当
該
方
式
の
使
用
を
遵
守

す
べ
き
で
あ
る
（
グ
ッ
ド
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
）
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
（
望
。
七
二
年
規
則
第
二
条
は
〝
R
e
s
p
O
コ
S
i
b
i
－
i
t
y
″
の
表
題
を
掲
げ
て

い
る
が
、
（
a
）
項
は
〝
R
u
－
e
 
O
f
 
g
0
0
d
 
S
e
a
m
a
n
s
h
i
p
″
と
い
わ
れ
て
お
り
、
船
員
が
通
常
の
業
務
を
果
す
上
で
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
注
意
を

す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
（
聖
。

潮
岬
T
S
S
は
日
本
政
府
が
勧
告
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
基
本
的
に
は
　
「
航
路
指
定
の
一
般
通
則
」
　
に
準
拠
し
て
設
計
さ
れ
て
お
り
、
実

質
的
に
は
衝
突
予
防
効
果
が
期
待
さ
れ
る
た
め
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
を
遵
守
す
る
こ
と
は
グ
ッ
ド
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
で
あ
る
と
み
な
す

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
但
し
、
グ
ッ
ド
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
の
法
的
概
念
は
一
種
の
経
験
則
的
な
性
格
を
有
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
法
適
用
に

お
い
て
不
明
確
な
部
分
が
多
く
、
個
々
具
体
的
な
事
象
に
対
し
て
運
航
ル
ー
ル
と
し
て
の
規
範
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
（
㌘

こ
こ
で
衝
突
の
主
因
で
は
な
い
も
の
の
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
潮
岬
T
S
S
遵
守
違
反
の
責
任
に
関
す
る
法
的
推
論
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
と
、

大
略
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
第
一
審
に
お
い
て
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
に
二
〇
％
の
責
任
を
負
わ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
以
外
の
船
舶

が
存
在
す
る
場
合
、
一
般
的
に
複
雑
な
見
合
い
関
係
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
ま
さ
に
潮
岬
T
S
S
の
本
来
の
目
的
を
達
成
し
う
る
状

況
、
換
言
す
れ
ば
、
T
S
S
が
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
危
険
な
状
況
に
該
当
す
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
よ
う
な
衝
突
予
防
方
式
を
知
っ

て
い
る
な
ら
ば
、
当
然
グ
ッ
ド
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
そ
れ
を
遵
守
す
る
義
務
が
生
じ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
知
っ
て
い
る
衝
突
予
防

方
式
を
遵
守
し
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
第
二
九
規
則
（
u
u
U
．
S
．
C
O
d
e
鳶
C
．
－
○
讐
）
　
（
七
二
年
規
則
第
二
条
（
a
）
項
に
相
当
）
を
適
用
し
て
、

ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
に
責
任
を
課
し
て
い
る
。
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し
か
し
第
二
審
で
は
、
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
の
責
任
を
否
定
す
る
二
通
り
の
法
的
推
論
プ
ロ
セ
ス
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
一
の
法
的
推

論
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
ま
ず
潮
岬
↑
S
S
は
慣
習
が
必
要
と
し
て
い
る
地
域
の
特
殊
事
情
が
存
在
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
、
法
的
な
効
力

を
欠
き
、
強
制
力
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
は
潮
岬
↑
S
S
を
遵
守
す
る
義
務
は
生
じ
な
い
た
め
に
、
第
一
審
の
よ
う
な
グ
ッ

ド
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
の
問
題
に
は
な
ら
ず
、
第
二
九
規
則
（
U
u
U
・
S
・
C
O
d
e
寵
C
・
－
○
等
を
適
用
す
る
余
地
は
な
く
な
る
。
ま
た
第
二
の
法
的
推

論
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
仮
に
潮
岬
↑
S
S
の
法
的
地
位
が
1
が
っ
て
遵
守
義
務
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
付
近
の
他
の
船
舶
が
当
事
者
の
船
舶
に
影

響
を
与
え
ず
、
相
互
に
視
認
し
、
両
船
が
各
々
の
義
務
を
知
っ
て
い
る
場
合
、
衝
突
防
止
の
た
め
に
は
国
際
水
域
の
ル
ー
ル
（
第
完
規
則

（
u
u
U
．
S
．
C
O
d
e
鳶
C
．
－
宗
－
）
）
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
第
一
の
法
的
推
論
プ
ロ
セ
ス
同
様
、
第
表
的
に
は
ア
ク
エ
リ
ア
ス
号
に
責

任
を
課
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
法
的
思
考
は
、
船
舶
衝
突
事
件
の
民
事
責
任
追
及
過
程
に
お
け
る
責
任
分
担
に
関

連
し
て
生
じ
た
も
の
で
（
民
事
裁
判
に
お
け
る
遵
守
義
務
）
、
そ
れ
が
直
ち
に
操
船
規
範
と
し
て
の
遵
守
義
務
の
問
題
と
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

一
方
、
I
M
O
が
採
択
し
た
↑
S
S
の
分
離
通
航
路
内
と
い
う
条
件
は
あ
る
も
の
の
、
定
め
ら
れ
た
進
行
方
向
と
は
逆
方
向
に
航
行
す
る
船

舶
と
の
航
法
に
つ
い
て
は
・
↑
S
S
本
来
の
機
能
を
重
視
し
た
次
の
よ
う
な
考
え
方
〈
空
も
あ
り
、
行
為
規
範
の
観
点
か
ら
も
明
文
化
さ
れ
た
航

法
規
定
と
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
し
た
普
遍
的
理
念
に
関
す
る
問
題
提
起
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
航
行
中
の
動
力
船
同
士
が
、
互
い
に
他
の
船
舶
の
視
野
の
内
に
あ
る
場
合
と
し
て
考
え
る
と
、
つ
ぎ
に
述
べ
る
2
説
に
分
か
れ
る
で
あ
ろ

う
。
第
1
は
、
互
い
に
視
認
し
た
と
き
、
両
船
問
に
十
分
な
時
間
的
・
距
離
的
余
裕
が
あ
れ
ば
、
す
べ
て
見
合
い
の
状
態
で
処
理
す
る
考
え
で

あ
る
。
第
2
は
、
狭
い
水
道
等
で
の
違
法
側
航
行
船
と
の
航
法
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
注
意
義
務
に
よ
っ
て
処
理
す
る
考
え
で
あ

る
。
第
l
の
考
え
で
は
、
逆
方
向
に
航
行
す
る
船
舶
が
保
持
船
と
な
る
場
合
も
あ
り
、
第
2
の
考
え
で
は
、
狭
い
水
道
等
は
物
理
的
に
可
航
幅

が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
通
航
路
は
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え
な
い
場
合
も
あ
り
、
狭
い
水
道
等
と
分
離
通
航
方
式
を
同
一
視
し
て
よ
い
か
疑

問
が
あ
る
。
具
体
的
状
況
で
、
視
界
が
良
く
、
両
船
し
か
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
視
認
さ
れ
た
見
合
い
の
状
況
で
航
法
を
定
め
、
逆
に
、
通

航
路
内
を
多
数
の
船
舶
が
定
め
ら
れ
た
進
行
方
向
に
一
つ
の
流
れ
を
形
成
し
て
い
る
と
き
は
、
逆
方
向
に
航
行
し
て
い
る
船
舶
に
避
航
義
務
が
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あ
る
と
す
る
考
え
も
一
理
あ
ろ
う
。
」

以
上
の
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
航
法
に
関
し
て
は
国
際
規
則
に
従
う
と
い
う
結
論
に
達
し
て
い
る
も
の
の
、
潮
岬
T
S
S
の
法
的
地
位
が
上

が
っ
て
グ
ッ
ド
シ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
の
遵
守
義
務
が
生
じ
、
か
つ
一
定
の
基
準
　
（
視
界
不
良
や
他
船
の
操
船
影
響
等
）
　
を
満
た
せ
ば
、
責

任
追
及
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
新
た
な
法
的
推
論
が
成
立
す
る
場
合
も
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
本
衝
突
事
件
の
よ
う
な
民
事
裁
判
に
お
い
て
は
、

潮
岬
T
S
S
の
よ
う
な
法
的
地
位
が
曖
昧
な
T
S
S
の
遵
守
義
務
違
反
に
対
し
て
、
衝
突
の
法
的
因
果
関
係
は
相
対
的
に
小
さ
い
も
の
の
、
衝

突
予
防
方
式
の
目
的
あ
る
い
は
実
効
性
の
側
面
か
ら
判
断
し
て
、
衝
突
の
原
因
た
る
過
失
と
し
て
責
任
を
問
う
場
合
も
有
り
得
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
I
M
O
の
承
認
し
て
い
な
い
T
S
S
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
個
々
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

I
M
O
が
承
認
し
て
い
る
T
S
S
に
つ
い
て
も
、
衝
突
に
お
け
る
航
行
形
態
を
類
型
化
し
て
、
民
事
責
任
の
分
担
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
る
各
種

の
遵
守
義
務
に
つ
い
て
、
裁
判
規
範
の
観
点
か
ら
体
系
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
T
S
S
の
設
定
海
域
の
パ
タ
ー
ン
　
（
公
海
の
み
に
設
定
さ

れ
て
い
る
場
合
、
領
海
の
み
に
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
公
海
お
よ
び
領
海
に
跨
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
）
に
応
じ
て
、
沿
岸
国
の
管
轄

権
と
旗
国
主
義
の
原
則
と
い
っ
た
新
た
な
観
点
か
ら
も
、
そ
の
法
的
効
力
や
法
的
拘
束
力
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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（
1
）
　
米
国
第
二
巡
回
控
訴
裁
判
所
判
決
　
（
－
宗
O
A
M
C
　
（
A
M
E
R
i
C
A
N
 
M
A
R
I
T
I
M
E
 
C
A
S
E
S
）
　
N
u
u
？
N
u
彗
）

（
2
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
南
部
連
邦
地
方
裁
判
所
判
決
よ
り
抜
粋
　
（
－
浣
O
A
M
C
N
ひ
い
？
N
u
会
）

（
3
）
　
衝
突
時
（
一
九
七
三
年
）
　
に
適
用
さ
れ
て
い
た
国
際
規
則
は
、
U
u
U
．
S
．
C
O
d
e
〉
S
e
C
．
－
O
u
T
－
○
芝
で
、
一
九
六
〇
年
改
正
の
国
際
規
則
に
相
当
す
る
。
な
お
当
該
規

則
は
一
九
七
七
年
に
改
正
さ
れ
、
現
在
で
は
u
u
U
．
S
．
C
O
d
e
l
f
O
〓
．
s
e
c
．
－
霊
N
に
な
っ
て
い
る
。

（
4
）
　
R
E
e
－
∽
（
u
u
U
．
S
．
C
O
d
e
V
S
e
C
．
岩
0
0
ー
）
‥
p
O
W
e
r
 
d
r
i
く
e
コ
く
e
S
S
e
H
s
 
c
r
O
S
S
i
n
g

。
W
h
e
n
 
t
w
O
 
p
O
W
e
r
左
r
i
く
e
コ
完
S
S
e
－
s
 
a
r
e
 
c
r
O
S
S
i
n
g
〉
S
O
 
a
S
 
t
O
 
i
コ
く
0
－
く
e
 
r
i
s
k
 
O
f
 
c
O
≡
s
i
O
コ
〉
t
h
e
く
e
S
S
e
－
w
h
i
c
h
 
h
a
s
 
t
h
e
 
O
t
h
e
r
 
O
コ

訂
r
 
O
W
n
 
S
t
a
r
b
O
a
r
d
 
s
i
d
e
 
s
h
a
〓
k
e
e
p
 
O
u
t
 
O
f
 
t
h
e
 
w
a
y
 
O
f
 
t
h
e
 
O
t
h
e
r
二
な
お
本
稿
で
は
、
「
一
九
六
〇
年
海
上
人
命
安
全
条
約
及
び
国
際
海
上
衝
突

予
防
規
則
」
　
（
運
輸
省
船
舶
局
監
修
、
海
文
堂
、
昭
和
三
九
年
）
　
に
倣
っ
て
、
。
R
亡
－
e
－
雪
を
　
「
第
一
九
規
則
」
　
と
訳
す
。

（
5
）
　
R
u
訂
N
0
0
（
〕
u
U
．
S
t
C
O
d
e
一
S
e
C
t
－
○
害
）
‥
S
O
u
コ
d
 
s
i
g
n
a
－
s
 
i
n
d
i
c
a
t
i
n
g
 
c
O
u
r
S
e

。
（
a
）
　
M
e
a
コ
i
コ
g
 
O
f
 
b
－
a
s
t
s

W
h
e
n
　
く
e
S
S
e
－
s
 
a
r
e
 
i
n
 
s
i
g
h
t
 
O
f
 
O
コ
e
 
a
コ
O
t
h
e
r
、
a
 
p
O
W
e
r
よ
r
i
く
e
n
　
く
e
S
S
e
l
 
u
コ
d
e
r
 
w
a
y
－
i
コ
　
t
a
k
i
n
g
 
a
n
y
 
c
O
u
r
S
e
 
a
u
t
h
O
r
i
z
e
d
 
O
r

r
e
q
u
i
r
e
d
 
b
y
 
s
e
c
t
i
O
n
S
－
宗
－
⊥
○
澄
O
f
 
t
h
i
s
 
t
i
t
－
e
l
 
S
h
a
〓
i
n
d
i
c
a
t
e
 
t
h
a
t
 
c
O
C
r
S
e
 
b
y
 
t
h
e
 
f
O
〓
O
W
i
コ
g
 
S
i
g
コ
巴
S
 
O
n
 
h
e
r
 
w
h
i
s
こ
e
－
n
a
ヨ
e
首

↓
w
O
 
S
h
O
ユ
b
－
a
s
t
s
 
t
O
ヨ
e
a
n
 
J
 
a
ヨ
a
－
t
e
r
i
n
g
ヨ
y
 
C
O
u
r
S
e
 
t
O
 
p
O
ユ
弓

（
6
）
－
0
0
害
A
M
C
N
u
u
？
N
u
u
↓

（
7
）
－
双
岩
A
M
C
N
ひ
い
∽
↓
金
u
F
．
S
u
p
p
．
－
篭
．

（
8
）
－
謡
O
A
M
C
N
u
会
・
N
ひ
彗

（
9
）
　
R
亡
－
e
 
N
－
（
〕
U
U
t
S
．
C
O
d
e
も
e
C
．
－
○
∞
u
）
‥
く
e
S
S
e
】
s
 
h
a
く
i
コ
g
 
r
i
g
h
t
 
O
f
 
w
a
y
b
亡
t
y
 
i
コ
a
i
d
i
コ
g
 
t
O
 
a
く
e
ユ
c
O
≡
s
i
O
n

。
W
h
e
r
e
 
b
y
 
a
n
y
 
O
f
 
s
e
c
t
i
O
n
S
岩
恵
「
岩
讐
O
f
 
t
h
i
s
 
t
i
t
－
e
 
O
n
e
 
O
f
 
t
w
O
く
e
S
S
e
－
s
 
i
s
 
t
O
 
k
e
e
p
 
O
u
t
 
O
f
 
t
h
e
 
w
a
y
二
h
e
 
O
t
h
e
r
 
s
h
a
〓
k
e
e
p
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h
e
r
 
c
O
u
r
S
e
 
a
n
d
 
s
p
e
e
d
．
W
h
e
コ
二
r
O
ヨ
a
n
y
 
C
a
u
S
e
二
h
e
－
a
t
t
e
r
く
e
S
S
e
－
f
i
n
d
s
 
h
e
r
s
e
－
f
 
s
O
 
C
－
O
S
e
 
t
h
a
t
 
c
O
≡
s
i
O
n
 
C
a
n
n
O
t
 
b
e
 
a
く
i
O
d
e
d

b
y
 
t
h
e
 
a
c
t
i
O
コ
O
f
 
t
h
e
 
g
i
く
i
コ
g
l
W
a
y
く
e
S
S
e
－
a
－
○
コ
g
｝
S
h
e
 
a
－
s
O
 
S
h
a
〓
t
a
k
e
 
s
u
c
h
 
a
c
t
i
O
n
 
a
S
 
W
i
〓
b
e
s
t
 
a
i
d
 
t
O
 
a
く
e
ユ
c
O
≡
s
i
O
n
　
（
s
e
e

s
e
c
t
i
O
n
S
－
妄
り
a
コ
d
－
○
讐
O
f
 
t
h
i
s
 
t
i
ェ
e
）
．
こ

（
1
0
）
R
u
－
e
 
N
N
（
u
u
U
．
S
一
C
O
d
e
－
S
e
C
．
－
○
0
0
e
‥
P
O
S
i
t
i
く
e
 
a
C
t
i
O
n
 
t
O
 
k
e
e
p
 
O
u
t
 
O
f
 
w
a
y
蚕
」
O
S
S
i
n
g
 
a
h
e
a
d
 
O
f
く
e
S
S
e
－
h
a
く
i
n
g
 
r
i
g
h
t
 
O
f
 
w
a
y

。
E
く
e
J
へ
＜
e
S
S
e
l
 
w
h
i
c
h
 
i
s
 
d
i
r
e
c
t
e
d
 
b
y
 
s
e
c
t
i
O
コ
S
－
3
年
⊥
悪
道
O
f
 
t
h
i
s
 
t
≡
e
 
t
O
 
k
e
e
p
 
O
u
t
 
O
f
 
t
h
e
w
a
y
 
O
f
 
a
n
O
t
h
e
r
く
e
S
S
e
－
s
h
a
ニ
ー
S
O

f
a
r
 
a
s
 
p
O
S
S
i
b
F
 
t
a
k
e
 
p
O
S
i
t
i
く
e
 
e
a
r
l
y
 
a
c
t
i
O
n
 
t
O
 
C
O
ヨ
p
－
y
 
w
i
t
h
 
t
h
i
s
 
O
b
－
i
g
a
t
i
O
コ
】
a
n
d
 
s
h
a
〓
二
f
 
t
h
e
 
c
i
r
c
u
ヨ
S
t
a
n
C
e
S
 
O
f
 
t
h
e
 
c
a
s
e

a
d
m
i
t
】
a
く
O
i
d
 
c
r
O
S
S
i
n
g
 
a
h
e
a
d
 
O
f
 
t
h
e
 
O
t
h
e
r
∴
－

（
1
1
）
　
R
u
－
e
 
N
u
（
u
u
U
．
S
．
C
O
d
e
〉
S
e
C
．
－
○
∞
望
‥
d
u
t
y
 
t
O
 
S
－
a
c
k
e
n
 
s
p
e
e
d
－
S
t
O
p
 
O
r
 
r
e
く
e
r
S
e

。
E
く
e
苛
p
O
W
e
r
よ
r
i
く
e
コ
一
▲
＜
e
S
S
e
－
w
h
i
c
h
 
i
s
 
d
i
r
e
c
t
e
d
 
b
y
 
t
h
e
s
e
 
R
亡
－
e
s
 
t
O
 
k
e
e
p
 
O
u
t
 
O
f
 
t
h
e
 
w
a
y
 
O
f
 
a
n
O
t
h
e
r
く
e
S
S
e
－
s
h
a
〓
Y
 
O
n

a
p
p
r
O
a
C
h
i
n
g
 
h
e
コ
i
f
コ
e
C
e
S
S
a
苛
〉
S
－
a
c
k
e
n
 
h
e
r
 
s
p
e
e
d
 
O
r
 
S
t
O
p
 
O
r
 
r
e
く
e
r
S
e
．
。

（
1
2
）
　
R
u
－
e
 
N
A
（
〕
u
U
．
S
．
C
O
d
e
u
S
e
C
．
－
○
0
0
空
‥
○
く
e
ユ
a
k
i
n
g
く
e
S
S
e
－
t
O
 
k
e
e
p
 
O
u
t
 
O
f
 
w
a
y

（
b
）
　
A
p
p
r
O
a
C
h
i
コ
g
く
e
S
S
e
－
ヨ
彗
e
 
t
h
a
n
 
N
N
（
－
／
N
）
　
d
e
g
r
e
e
s
 
a
b
a
f
t
 
h
e
r
 
b
e
a
ヨ

。
E
く
e
r
y
く
e
S
S
e
－
c
O
ヨ
i
n
g
亡
p
 
W
i
t
h
 
a
n
O
t
h
e
r
く
e
S
S
e
－
f
r
O
ヨ
a
コ
y
 
d
i
r
e
c
t
i
O
n
ヨ
O
r
e
 
t
h
a
n
 
N
N
（
－
／
N
）
　
d
e
g
r
e
e
s
（
N
p
O
i
n
t
s
）
　
a
b
a
f
t
 
h
e
r

b
e
a
ヨ
十
e
．
二
n
 
s
u
c
h
 
a
 
p
O
S
i
t
i
O
n
S
I
 
W
i
t
h
 
r
e
f
e
r
e
n
c
e
 
t
O
 
t
h
e
く
e
S
S
e
－
w
h
i
c
h
 
s
h
e
 
i
s
 
O
く
e
ユ
a
k
i
n
g
二
h
a
t
 
a
t
 
n
i
g
h
t
 
s
h
e
 
w
O
u
－
d
 
b
e
 
u
n
a
b
－
e

t
O
 
S
e
e
 
e
i
t
h
e
r
 
O
f
 
t
h
a
t
く
e
S
S
e
－
㌦
s
i
d
e
－
i
g
h
t
s
I
 
S
h
a
〓
b
e
 
d
e
e
ヨ
e
d
 
t
O
 
b
e
 
a
n
 
O
く
e
ユ
a
k
i
n
g
く
e
S
S
e
r
 
a
n
d
コ
O
 
S
u
b
s
e
q
u
e
コ
t
 
a
－
t
e
r
a
t
i
O
n
 
O
f

t
h
e
 
b
e
a
r
i
コ
g
 
b
e
t
w
e
e
コ
t
h
e
 
t
w
O
く
e
S
S
e
－
s
 
s
h
a
ニ
】
∃
a
k
e
 
t
h
e
 
O
く
e
ユ
a
k
i
n
g
く
e
S
S
e
－
a
 
c
r
O
S
S
－
n
g
く
e
S
S
e
－
w
i
t
h
i
n
 
t
h
e
ヨ
e
a
n
i
n
g
 
O
f
 
t
h
e
s
e

R
u
－
e
s
 
O
r
 
r
e
H
e
く
e
 
h
e
r
 
O
f
 
t
h
e
 
d
u
t
y
 
O
f
 
k
e
e
p
i
コ
g
 
C
】
e
a
r
 
O
f
 
t
h
e
 
O
く
e
ユ
a
k
e
n
く
e
S
S
e
－
u
n
t
こ
s
h
e
 
i
s
 
f
i
n
a
ニ
y
 
p
a
s
t
 
a
コ
d
 
c
－
e
a
r
．
。

（
1
3
）
－
器
O
A
M
C
N
班
N
↓
N
∽
缶

（
1
4
）
l
一
W
．
G
R
I
F
F
i
N
－
T
h
e
 
A
ヨ
e
r
i
c
a
n
 
L
a
w
 
O
f
 
C
O
≡
s
i
O
コ
｝
A
ヨ
e
r
i
c
a
n
 
M
a
r
i
t
i
ヨ
e
 
C
a
s
e
s
 
I
n
c
．
｝
B
a
－
t
i
ヨ
O
r
e
L
翌
頭
p
．
当
N

（
1
5
）
　
高
等
海
難
審
判
庁
、
グ
リ
フ
ィ
ン
海
上
衝
突
予
防
法
訳
文
　
（
下
）
、
昭
和
四
四
年
、
〓
ハ
八
頁

（
1
6
）
　
高
等
海
難
審
判
庁
訳
前
掲
書
、
一
六
八
頁
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（
1
7
）
－
双
岩
A
M
C
N
∽
A
N
長
い
腐
心

（
1
8
）
R
u
－
e
 
N
↓
（
u
u
U
．
S
．
C
O
d
e
u
S
e
C
．
－
○
0
0
望
‥
S
p
e
C
i
a
－
c
i
r
c
u
ヨ
S
t
a
n
C
e
S
 
r
e
q
u
i
r
i
n
g
 
d
e
p
a
r
t
u
r
e
 
f
r
O
ヨ
r
u
－
e
s
 
t
O
 
a
く
O
i
d
 
i
ヨ
ヨ
e
d
i
a
t
e
 
d
a
コ
g
e
r

。
l
n
 
O
b
e
y
i
コ
g
 
a
n
d
 
c
O
ゴ
S
t
r
u
C
t
i
コ
g
 
t
h
e
s
e
 
R
u
l
e
s
 
d
u
e
 
r
e
g
a
r
d
 
s
h
a
－
－
b
e
 
h
a
d
 
t
O
 
a
〓
d
a
コ
g
e
r
S
 
O
f
 
n
a
く
i
g
a
t
i
O
n
 
a
n
d
 
c
O
≡
s
i
O
コ
一
a
n
d
 
t
O

a
コ
y
 
S
p
e
C
i
a
－
c
i
r
c
u
ヨ
S
t
a
n
C
e
S
二
n
c
－
u
d
i
n
g
 
t
h
e
 
H
ヨ
i
t
a
t
i
O
n
S
 
O
f
 
t
h
e
 
c
r
a
f
t
 
i
n
く
0
－
完
d
〉
W
h
i
c
h
　
ヨ
a
y
 
r
e
n
d
e
r
 
a
 
d
e
p
a
ユ
u
r
e
 
f
r
O
ヨ
t
h
e

a
b
O
く
e
 
R
u
－
e
s
コ
e
C
e
S
S
a
コ
「
〓
J
 
O
r
d
e
r
 
t
O
 
a
く
O
i
d
 
i
ヨ
ヨ
e
d
i
a
t
e
 
d
a
コ
g
e
r
∴
〉

（
1
9
）
　
R
u
訂
N
¢
（
u
u
U
．
S
一
C
O
d
e
u
S
e
C
．
；
讐
）
‥
u
S
u
巴
a
d
d
i
t
i
O
コ
a
】
p
r
e
c
a
u
t
i
O
n
S
 
r
e
q
u
i
r
e
d
 
g
e
n
e
r
a
ニ
y

。
N
O
t
h
i
n
g
－
n
 
t
h
e
s
e
 
R
亡
－
e
s
 
s
h
a
〓
e
x
O
n
e
r
a
t
e
 
a
コ
y
く
e
S
S
e
r
 
O
r
 
t
h
e
 
O
W
コ
e
r
－
ヨ
a
S
t
e
r
 
O
r
 
C
r
e
W
 
t
h
e
r
e
O
f
二
r
O
m
 
t
h
e
 
c
O
n
S
e
q
u
e
n
C
e
S
 
O
f

a
n
y
 
n
e
g
－
e
c
t
 
t
O
 
C
a
r
苛
－
i
g
h
t
s
 
O
r
 
S
i
g
コ
a
l
s
l
 
O
r
 
O
f
 
n
e
g
－
e
c
t
 
t
O
 
k
e
e
p
 
a
 
p
r
O
p
e
r
－
0
0
k
・
〇
阜
O
r
 
O
f
 
t
h
e
 
n
e
g
－
e
c
t
 
O
f
 
a
コ
y
 
p
r
e
C
a
u
t
i
O
n

w
h
i
c
h
ヨ
a
y
 
b
e
 
r
e
q
u
i
r
e
d
 
b
y
 
t
h
e
 
O
r
d
i
n
a
苛
p
r
a
C
t
i
c
e
 
O
f
 
s
e
a
ヨ
e
n
l
 
O
r
 
b
y
 
t
h
e
 
s
p
e
c
i
a
－
c
i
r
c
u
m
s
t
a
n
c
e
s
 
O
f
 
t
h
e
 
c
a
s
e
．
。

（
2
0
）
　
G
R
I
F
F
I
N
，
（
F
N
．
－
e
 
l
　
∽
N
N
↓
読
N
N
∞
－
P
p
．
巴
㌍
誓
り

（
2
1
）
　
G
R
－
F
F
I
N
，
（
F
N
．
－
e
　
】
p
p
．
ひ
い
㌍
ひ
い
ひ
．

（
2
2
）
－
謡
O
A
M
C
N
∽
宣
長
思
い

（
2
3
）
－
謡
O
A
M
C
N
∽
缶
】
・
N
u
彗

（
2
4
）
－
宍
道
A
M
C
〓
O
u
－
↓
N
 
F
．
N
d
 
N
O
「
∞

（
2
5
）
　
i
n
 
r
e
 
P
e
n
n
s
y
－
く
a
n
i
a
 
R
．
C
O
．
二
諾
－
A
M
C
0
0
紹
玩
芦
会
F
．
N
d
遜
器
更
（
N
 
C
i
r
．
二
法
－
）

（
2
6
）
－
器
O
A
M
C
N
ひ
い
㌍
N
u
U
∽

（
2
7
）
　
I
M
C
O
は
一
九
八
二
年
五
月
に
名
称
を
国
際
海
事
機
関
に
変
更
し
た
。

（
2
8
）
　
海
上
保
安
庁
水
路
部
、
航
路
指
定
　
（
I
M
O
）
、
書
誌
第
四
〇
八
号
、
平
成
六
年
二
月

（
2
9
）
　
海
上
保
安
庁
監
修
、
海
上
衝
突
予
防
法
の
解
説
　
【
改
訂
版
】
、
海
文
堂
、
昭
和
五
九
年
、
四
一
頁

（
3
0
）
　
佐
藤
修
臣
、
国
際
海
上
衝
突
予
防
規
則
第
一
〇
条
に
関
す
る
考
察
、
日
本
航
海
学
会
論
文
集
第
六
八
号
、
六
五
頁

（
3
1
）
　
和
田
啓
史
、
分
離
通
航
方
式
と
横
切
り
船
の
航
法
、
海
運
第
六
四
五
号
、
昭
和
五
六
年
、
六
五
頁
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（
3
2
）
　
村
上
歴
造
、
分
離
通
航
方
式
　
（
T
S
S
）
　
及
び
船
舶
交
通
サ
ー
ビ
ス
　
（
V
T
S
）
、
日
本
海
洋
協
会
、
海
洋
法
事
例
研
究
第
二
号
、
四
五
頁

（
3
3
）
　
G
．
E
D
G
A
R
一
く
e
s
s
e
－
T
r
a
f
f
i
c
 
R
e
g
u
－
a
t
i
O
n
‥
T
h
e
 
I
コ
t
e
r
f
a
c
e
 
O
f
 
M
a
r
i
t
i
m
e
 
S
a
f
e
t
y
 
a
n
d
 
O
p
e
r
a
t
i
O
n
a
－
F
r
e
e
d
O
m
二
〇
亡
r
n
a
－
O
f
 
M
a
r
i
t
i
ヨ
e

r
a
w
 
a
n
d
 
C
O
ヨ
ヨ
e
r
C
e
↓
く
○
〓
♪
N
O
↑
p
．
A

（
3
4
）
　
E
D
G
A
R
｝
　
（
F
N
．
u
u
）
－
p
ム

（
3
5
）
　
A
．
N
．
C
O
C
K
C
R
O
F
↓
】
　
1
．
N
．
F
．
「
A
M
E
I
J
E
R
｝
　
A
 
G
u
i
d
e
 
t
O
 
t
h
e
 
C
O
≡
s
i
O
n
 
A
く
O
i
d
a
n
c
e
 
R
u
訂
S
－
S
e
C
O
n
d
 
e
d
i
t
i
O
n
Y
 
S
t
a
コ
f
O
r
d
 
M
a
r
i
t
i
ヨ
e
Y

「
○
コ
d
O
n
L
等
の
ー
p
．
0
0
0
．
（
和
訳
）
　
藤
崎
道
好
訳
、
一
九
七
二
年
国
際
海
上
衝
突
予
防
規
則
の
解
説
、
成
山
堂
、
昭
和
五
四
年
、
六
七
～
六
八
頁

（
3
6
）
　
（
社
）
　
日
本
船
主
協
会
訳
、
一
九
七
二
年
国
際
海
上
衝
突
予
防
規
則
　
（
一
九
六
〇
年
海
上
衝
突
予
防
規
則
と
の
対
比
及
び
解
説
）
、
四
一
頁
、
昭
和
五
〇
年

（
3
7
）
　
海
上
保
安
庁
警
備
救
難
部
航
行
安
全
課
、
海
上
衝
突
予
防
法
運
用
指
針
、
三
九
の
二
頁

（
3
8
）
　
C
O
C
K
C
R
O
F
T
〉
r
A
M
E
I
I
E
R
↓
　
（
F
N
．
い
い
）
　
〉
P
p
．
0
0
∵
0
0
N
．
　
（
和
訳
）
　
藤
崎
道
好
訳
前
掲
書
、
六
九
頁

（
3
9
）
　
（
社
）
　
日
本
船
長
協
会
、
（
社
）
　
日
本
船
長
協
会
自
主
設
定
に
よ
る
改
定
分
離
通
航
方
式
、
昭
和
六
〇
年
一
〇
月

（
4
0
）
　
（
社
）
　
日
本
船
長
協
会
、
（
杜
）
　
日
本
船
長
協
会
自
主
設
定
に
よ
る
分
離
通
航
方
式
に
つ
い
て
、
昭
和
五
五
年
四
月

（
4
1
）
　
（
社
）
　
日
本
船
長
協
会
前
掲
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
4
2
）
　
G
R
I
F
F
I
N
一
（
F
N
．
－
e
　
】
p
．
∽
詔
．
高
等
海
難
審
判
庁
訳
前
掲
書
、
一
六
八
頁

（
4
3
）
　
新
谷
文
雄
、
佐
藤
修
臣
、
一
九
八
一
年
改
訂
版
一
九
七
二
年
国
際
海
上
衝
突
予
防
規
則
の
解
説
、
成
山
堂
、
昭
和
五
八
年
、
七
一
頁

（
4
4
）
　
新
谷
文
雄
、
海
上
衝
突
予
防
法
第
三
八
条
お
よ
び
第
三
九
条
と
国
際
規
則
に
つ
い
て
、
日
本
航
海
学
会
論
文
集
第
六
四
号
、
一
五
一
頁

（
4
5
）
　
拙
稿
、
所
謂
　
「
船
員
の
常
務
」
　
に
つ
い
て
の
一
考
察
、
海
上
保
安
大
学
校
研
究
報
告
法
文
学
系
第
三
五
巻
第
二
号
三
一
頁

（
4
6
）
　
海
事
法
研
究
会
編
、
概
説
海
上
交
通
法
、
海
文
堂
、
昭
和
六
〇
年
、
九
三
頁


